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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
昨
年
や

一
昨
年
に
比
べ
影
を
潜
め
、
徐
々
に
以
前
の

生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
各
務
同
窓

会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健

勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
平
素
は
同
窓
会
活
動
に
対

し
ま
し
て
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
私
こ
と
、
学
部
長
3
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
部
執
行
部

の
先
生
方
や
事
務
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
学

部
教
職
員
の
た
ゆ
ま
な
い
活
動
支
援
の
ご
協

力
を
受
け
て
、
学
部
の
教
育
・
研
究
の
発
展

に
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
岐
阜
大
学
応
用

生
物
科
学
部
は
来
年
2
0
2
3
年
を
も
ち
ま

し
て
創
立
1
0
0
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を

迎
え
ま
す
。
前
身
で
あ
る
岐
阜
高
等
農
林
学

校
が
1
9
2
3
年
12
月
に
管
制
公
布
さ
れ
、

翌
24
年
4
月
に
各
務
原
市
（
旧
稲
葉
郡
那
加

村
）
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
8
2
年
に

は
現
在
の
岐
阜
市
柳
戸
地
区
に
移
転
し
、

2
0
0
4
年
4
月
に
岐
阜
大
学
の
法
人
化
と

同
時
に
応
用
生
物
科
学
部
と
し
て
新
た
な
歩

み
を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
し
て
2
0
2
0
年

4
月
に
全
国
で
初
め
て
の
法
人
統
合
に
よ

り
、
名
古
屋
大
学
と
の
間
で
東
海
国
立
大
学

機
構
が
設
置
さ
れ
、
東
海
機
構
に
属
す
る
岐

阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
と
な
り
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
そ
し

て
脱
炭
素
化
社
会
と
大
学
に
と
っ
て
も
大
変

厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
本
学
部

は
高
校
生
か
ら
の
人
気
も
高
く
、
ま
た
地
域

か
ら
の
期
待
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
地
域
に

貢
献
し
世
界
に
通
用
す
る
中
核
大
学
と
し
て

の
存
在
感
を
持
っ
て
光
り
輝
く
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
同
窓
生
の

皆
様
の
ご
活
躍
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
記
念
す
べ
き
1
0
0
周
年

を
機
に
、
農
学
部
か
ら
応
用
生
物
科
学
部
へ

と
歩
ん
で
き
た
道
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る

前
進
と
飛
躍
を
期
し
、
同
窓
生
の
皆
様
と
喜

び
を
分
か
ち
合
う
た
め
、
来
年
2
0
2
3
年

6
月
3
日
に
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
記
念
式
典
・

祝
賀
会
の
開
催
や
記
念
誌
の
発
行
、
同
窓
会

活
動
活
性
化
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
記
念
事
業
を
遂
行
す
る
た
め

に
は
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
に
依
存
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
卒
、
諸
事
情
ご
賢
察
い

た
だ
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
各
国
立
大
学
に
対
し
、
高

等
教
育
の
機
会
均
等
を
確
保
し
、
地
方
創
生

の
中
核
と
し
て
社
会
を
牽
引
す
る
人
材
を
育

成
・
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
・
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、
地
域
や
産
業
界

と
も
連
携
し
て
多
様
な
社
会
課
題
に
最
前
線

で
向
き
合
い
、
地
域
・
国
・
世
界
に
貢
献
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
6
年
間
に
渡
る
、
第
4
期
中
期

目
標
・
中
期
計
画
期
間
に
多
様
な
「
学
術
知
」

や
「
知
の
資
産
」
を
結
集
し
提
供
す
る
こ
と

で
、
災
害
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に

も
対
応
し
得
る
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

を
実
現
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
貢
献
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
応
用
生
物
科
学
部
で
は
、

「
自
ら
学
ぶ
」
姿
勢
を
涵
養
し
、
高
い
倫
理

観
と
と
も
に
課
題
を
探
求
し
解
決
し
う
る
能

力
を
も
っ
た
高
度
な
専
門
職
業
人
を
養
成
す

る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
中
で

す
。
例
え
ば
名
古
屋
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
、

実
践
的
な
英
語
教
育
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ

教
育
、
共
通
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
充
実

に
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
研
究
の
面
で
は
、
被
引
用
度
の
高

い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
論
文
の
増
加
を
目
指
す
と
と

も
に
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
成
果
を

得
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
研
究
セ
ン
タ
ー
群

と
し
て
名
古
屋
大
学
と
の
協
働
に
よ
り
、
糖

鎖
生
命
コ
ア
研
究
所
の
機
能
強
化
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
今
年
度
の
6
月
か
ら
留

学
生
や
海
外
研
究
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

規
制
緩
和
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
以
前
の
よ
う

に
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
（JD

P

）
は
じ
め
地
域
に
根
ざ
し
た
国
際

教
育
研
究
活
動
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
カ
ル
化
を

実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
社
会

貢
献
で
は
自
治
体
、
地
元
企
業
等
と
の
連
携
・

協
働
を
さ
ら
に
深
め
、
地
域
課
題
の
解
決
を

は
じ
め
、
教
育
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
向
上

に
よ
る
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
（
飛
騨
牛
繁
殖

研
修
セ
ン
タ
ー
）
の
増
進
や
産
業
の
競
争
力

向
上
に
資
す
る
教
育
研
究
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出
や

産
学
協
働
拠
点
の
形
成
を
通
じ
て
、
研
究
成

果
の
社
会
実
装
に
よ
る
新
た
な
価
値
を
創
造

し
ま
す
。

　

本
年
6
月
を
も
ち
ま
し
て
、
3
年
以
上
に

及
ん
だ
応
用
生
物
科
学
部
校
舎
の
大
改
修
工

事
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
以
前
の
自
治
会

学
生
と
の
懇
談
会
で
は
、
応
用
生
物
科
学
部

の
校
舎
の
印
象
と
し
て
、
暗
い
、
臭
い
、
寒

い
な
ど
で
形
容
さ
れ
て
い
ま
し
た
校
舎
は
、

明
る
く
、
奇
麗
で
、
学
習
し
や
す
い
校
舎
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
是
非
、
講
義
室
や

新
し
く
な
っ
た
ご
出
身
の
研
究
室
を
一
度
お

尋
ね
い
た
だ
き
、
現
教
員
や
学
生
達
と
懇
談

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
応
用
生
物
科
学
部
は
、
高
ま

り
つ
つ
あ
る
新
し
い「
農
学
」へ
の
期
待
と
重

要
性
を
こ
の
東
海
地
域
か
ら「
農
学
教
育
研

究
拠
点
」と
し
て
発
展
さ
せ
牽
引
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
生
の
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

100周年を迎える応用生物科学部

応用生物科学部　学部長　光永　　徹
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各
務
同
窓
会

の
皆
様
に
は
コ

ロ
ナ
下
三
年
目

如
何
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
平
素
か
ら
各
務
同
窓
会
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
ス
ペ
イ
ン

風
邪
が
終
息
し
た
世
界
情
勢
の
下
、
九
十

九
年
前
の
関
東
大
震
災
の
直
後
の
大
正
十

二
年
我
等
が
母
校
の
岐
阜
大
学
農
学
部
・

応
用
生
物
科
学
部
の
前
身
で
あ
る
官
立
岐

阜
高
等
農
林
学
校
（
そ
の
後
岐
阜
農
林
専

門
学
校
に
改
称
）
は
各
務
野
の
水
無
し
ガ

原
に
創
立
さ
れ
た
。
明
治
維
新
か
ら
七
十

七
年
目
の
昭
和
二
十
年
太
平
洋
戦
争
敗
戦

の
年
か
ら
七
十
七
年
目
の
今
年
我
ら
が
母

校
は
創
立
九
十
九
周
年
を
迎
え
た
。
高
農

時
代
は
戦
争
の
影
響
を
強
く
受
け
た
が
、

戦
争
放
棄
を
宣
言
し
た
平
和
国
家
の
下
で

名
古
屋
帝
大
と
岐
阜
高
農
と
の
合
併
問
題

が
G
H
Q
と
吉
田
茂
首
相
の
調
停
で
幻
と

し
て
終
わ
り
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
岐
阜

農
林
専
門
学
校
は
学
制
改
革
で
新
制
の
国

立
岐
阜
大
学
の
創
立
に
参
画
し
農
学
部
と

な
っ
た
。
日
本
は
こ
の
時
代
特
に
昭
和
二

十
二
年
か
ら
二
十
四
年
に
毎
年
二
百
七
十

万
人
生
ま
れ
た
団
塊
の
世
代
か
ら
始
ま
る

人
口
増
、
安
保
闘
争
や
学
生
運
動
を
乗
り

越
え
、
高
度
経
済
成
長
と
右
肩
上
が
り
の

中
昭
和
五
十
七
年
各
務
ヶ
原
を
離
れ
、
タ

コ
足
大
学
解
消
た
め
農
学
部
も
岐
阜
市
の

新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
全
学
統
合
移
転
し
た
。

農
学
部
発
展
を
基
盤
に
金
城
学
部
長
の
指

導
の
下
平
成
二
年
に
連
合
獣
医
学
研
究
科

翌
年
に
は
連
合
農
学
研
究
科
の
設
置
校
に

選
出
さ
れ
た
。
経
済
は
安
定
成
長
そ
し
て

九
十
年
代
前
半
の
バ
ブ
ル
経
済
と
そ
の
崩

壊
後
の
日
本
経
済
低
迷
、
歯
止
め
の
か
か

ら
な
い
少
子
高
齢
化
、
農
学
部
志
願
者
数

減
な
ど
を
背
景
に
平
成
十
五
年
国
立
岐
阜

大
学
が
国
立
大
学
法
人
岐
阜
大
学
に
な
る

と
同
時
に
農
学
部
は
応
用
生
物
科
学
部

（
食
品
生
命
科
学
課
程
、
生
産
環
境
科
学

課
程
及
び
獣
医
学
課
程
の
三
課
程
六
コ
ー

ス
）
に
改
組
さ
れ
た
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ

た
令
和
二
年
国
立
大
学
法
人
岐
阜
大
学
は

名
古
屋
大
学
と
経
営
統
合
し
、
国
立
大
学

法
人
東
海
国
立
大
学
機
構
岐
阜
大
学
と

な
っ
た
。
こ
の
機
構
で
両
大
学
は
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
あ
る
分
野
を
生
か
し
て
世
界
に

通
用
す
る
例
え
ば
岐
阜
大
学
で
は
応
用
生

物
科
学
部
の
隣
接
地
に
糖
鎖
生
命
コ
ア
研

究
所
の
建
設
な
ど
研
究
拠
点
を
創
り
発
展

さ
せ
て
い
く
道
を
選
ん
だ
。

　

今
年
初
頭
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威

を
振
る
う
中
二
月
二
十
四
日
よ
も
や
の
ロ

シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
そ
し
て

六
月
二
十
四
日
に
は
四
か
月
と
な
り
、
毎

日
そ
の
痛
ま
し
い
映
像
を
見
て
い
る
と
、

七
十
七
年
前
三
か
月
に
及
ん
だ
沖
縄
戦
が

六
月
二
十
三
日
二
十
万
人
を
超
え
る
戦
死

者
（
半
数
以
上
は
島
民
）
を
出
し
て
終
結

し
た
事
と
思
い
重
な
る
。
三
年
に
及
ぶ
コ

ロ
ナ
や
終
息
の
兆
し
の
見
え
な
い
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
戦
後
七
十
七

年
何
の
備
え
も
な
く
た
だ
安
眠
を
む
さ

ぼ
っ
て
来
た
日
本
に
と
っ
て
青
天
の
霹
靂

と
も
言
う
べ
き
事
態
が
立
て
続
け
に
起

こ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
の
第
六
波
も
や
や
下
火

に
な
り
三
年
ぶ
り
に
六
月
四
日
や
っ
と
各

務
同
窓
会
の
代
表
者
委
員
会
が
懇
親
会
抜

き
な
が
ら
開
催
さ
れ
た
。
来
年
六
月
三
日

に
は
農
学
部
・
応
用
生
物
科
学
部
百
周
年

を
共
に
盛
大
に
祝
い
、
次
な
る
七
十
七
年

の
我
等
が
多
望
の
春
を
語
り
合
い
ま
し
ょ

う
。

　

時
下
、
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
幹
事
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
、「
岐
阜
大
学
農
学
部
・
応
用
生
物

科
学
部
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
」
の

準
備
の
正
念
場
と
な
る
年
で
あ
り
、
改
め

て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
ご

助
言
・
ご
指
導
の
ほ
ど
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
あ
お
り
を
受

け
9
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
役
員
会
な
ら

び
に
10
月
へ
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
代

表
委
員
会
な
ど
も
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
様
に
、
会
合
等
を
中
止
さ

れ
た
支
部
会
も
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
学
内
諸
行
事
の

正
常
化
が
進
み
、
代
表
委
員
会
に
つ
き
ま

し
て
も
予
定
通
り
6
月
4
日
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
支
部
総
会
開
催
の
情
報
も

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
本
稿
執

筆
時
に
は
感
染
者
数
の
増
加
が
報
じ
ら
れ

始
め
ま
し
た
。
第
７
波
を
懸
念
す
る
声
も

聞
か
れ
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
本
会
報
23
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.abios.

gifu-u.ac.jp/100anniversary/

）
に
掲

載
の
と
お
り
、
来
年
度
の
創
立
1
0
0
周

年
記
念
事
業
は
6
月
3
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
記
念
式
典
や
講
演
会
、
祝
賀

会
、
記
念
誌
等
の
準
備
を
着
々
と
進
め
ら

れ
て
お
り
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
記
念
事

業
へ
の
寄
附
な
ら
び
に
法
人
に
お
か
れ
ま

し
て
は
協
賛
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご
検
討

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

加
え
て
、
支
部
な
ら
び
に
ク
ラ
ス
・
研

究
室
・
ク
ラ
ブ
等
O
B
会
へ
の
支
援
を
行

う
「
各
務
同
窓
会
活
動
活
性
化
支
援
事

業
」
も
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
（
本
会
報

23
ペ
ー
ジ
な
ら
び
にhttp://w

w
w
.abios.

gifu-u.ac.jp/kagam
i/activation.htm

l

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。
こ
の
事
業
は
、

支
部
等
に
お
け
る
会
員
の
減
少
や
高
齢
化

を
受
け
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
新
規
会

員
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
等
を

進
め
る
支
部
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で

す
。
近
年
の
若
者
気
質
や
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
い
、
入
会
者
数

も
低
迷
し
て
い
る
中
、
同
窓
会
と
し
て
も

新
た
な
取
り
組
み
や
ア
イ
デ
ア
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
つ
き
ま
し
て
は
、
積
極
的
な
応

募
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
の
会
報
で
お
伝
え
し
た

「
同
窓
会
書
庫
の
移
動
と
整
理
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
諸
作
業
が
完
了
し
皆
様
に
ご

覧
い
た
だ
け
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
見

学
や
閲
覧
の
ご
希
望
が
あ
る
場
合
に
は
、

各
支
部
で
取
り
ま
と
め
い
た
だ
き
同
窓
会

事
務
局
ま
で
電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

九
十
九
周
年
　
ご
挨
拶

　
各
務
同
窓
会
会
長

柵
木
　
利
昭
（
V
大
16
）

幹
事
長
か
ら
の
ご
挨
拶

　
　
　   
幹
事
長
　
鈴
木
　
正
嗣
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幹事長 鈴木　正嗣 （共 同 獣 医 学 科 ）

幹 事
（庶務・幹事長代理） 嶋津　光鑑 （生産環境科学課程）
（ 事 業 ） 石田　秀治 （応用生命科学課程）
（ 会 計 ） 淺野　　玄 （共 同 獣 医 学 科 ）

監 事
前田　貞俊 （共 同 獣 医 学 科 ）
只野　　亮 （生産環境科学課程）

令和４年度岐阜大学各務同窓会役員
名 誉 会 長 光　永　　　徹
会 長 柵　木　利　昭 （Ｖ大１６）

副 会 長

箕　輪　光　顕 （Ａ大２０）
平　工　孝　義 （Ａ大２５）
荻　巣　雅　俊 （Ｆ大３１）
伏　見　知　彦 （Ｃ大１８）
北　川　精　一 （Ｖ大１８）
村　山　　　巌 （Ｅ大２３）
川　島　光　夫 （Ｐ大　７）

相 談 役

杉　山　幹　夫 （Ｍ　　１）
新　藤　秀　逸 （ＳＰ２１）
中　村　孝　雄 （Ｎ大　７）
後　藤　悦　男 （Ｖ大　２）
水　野　隼　人 （Ｃ大１５）

令和３年度　支部総会開催状況

令和４年度幹事長、幹事及び監事

富山県支部　　５月22日開催
　　　　　　　�向井先生が参加予定でしたが、岐阜県にまん

延防止等重点措置が発令された為、参加辞退

岐阜支部　　　９月26日開催予定
　　　　　　　８月末中止の連絡

　標記の代表委員会が令和４年６月４日午後３時から、岐阜駅前の岐阜大学サテライトキャンパスで開催されました。本委
員会は、コロナ禍の影響で令和２年度と３年度は書面審議で行われましたので、対面形式での開催は３年ぶりとなりました。
しかしながら、通常は代表委員会に続いて開催される交流会につきましては、感染拡大防止のため今年度は断念致しました。
誠に残念です。会議だけの開催となったため、午後３時の開始とし、また場所を普段は講義が行われている岐阜大学のサテ
ライトキャンパスといたしました。このような状況にもかかわらず、北は北海道、岩手から、南は広島、徳島鳴門支部まで
合計22支部のご参加を頂きました。改めて御礼申し上げます。
　柵木利昭会長の挨拶の後、幹事長と幹事（監事を含む）の紹介がありました。その後、鈴木正嗣幹事長が挨拶されました。
続いて岐阜支部河原洋之氏を議長として選出し、議事を進めて頂きました。令和４年度岐阜大学各務同窓会役員案を承認し
たのち、令和３年度事業・決算報告及び会計監査報告について、鈴木幹事長から事業報告、前田前会計幹事から決算報告、
石田幹事から監査報告が行われ、拍手を以て承認されました。引き続き令和４年度事業計画（案）について鈴木幹事長から、
令和４年度予算（案）について淺野会計幹事から提案されました。神奈川支部、千葉支部、徳島支部から質問があり、質疑
の後、挙手にて提案が承認されました。活発な議論有難うございました。続いて平工孝義副会長（100周年記念事業事務局）
から、100周年記念事業の進捗状況について報告がありました。その折に、クニハガーデンで開催された那加キャンパスの
お別れ会の様子、また岐阜放送が保有している大学祭の神輿行列の映像が紹介されました。これらの映像は、100周年記念
DVDに編集する予定にしております。
　その他の議案として、寄付金決算及び同窓会会計、同窓会書庫について鈴木幹事長から報告されました。同窓会書庫には、
各研究室から移した卒業論文や修士論文が保管されていますので、ご興味のある方は同窓会事務局までお問い合わせくださ
い。また、鈴木幹事長から、現在、審議が進められている岐阜大学校友会の設置について説明があり、各務同窓会との関係
などについて質疑がありました。最後に光永徹名誉会長（応用生物科学部長）からご挨拶を頂き、代表委員会を無事に終え
ることができました。残念ながら交流会は開催できませんでしたが、その代わりに岐阜大学オリジナルの日本酒（岐山と曲阜）
をお持ち帰り頂きました。また、光永学部長からは、岐阜大学オリジナルのクラフトビールの開発も進めているとご案内が
ありました。どうぞ、ご期待ください。
　来年６月にはいよいよ100周年を迎えます。引き続き同窓会活動にご協力のほど、宜しくお願い致します。
　なお、同窓会事務局へご質問・ご連絡がございましたら、058-293-3411かob-abs@gifu-u.ac.jpまでお声がけください。

令和４年度各務同窓会代表委員会のご報告
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令和４年度各務同窓会予算（案）
収支予算書　（令和４年４月１日～令和５年３月31日まで）

１．一般会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 予　算　額 前年度予算額 差　　異
1.　会　　　費 7,480,000 2,515,000 4,965,000

入 　 会 　 金 7,380,000 2,460,000 4,920,000
年 　 会 　 費 100,000 55,000 45,000

2.　利　　　子 74 25 49
3.　雑　収　入 600,000 600,000 0
4.　基本金特別会計より繰り入れ 1,000,000 3,430,000 △ 2,430,000
当 期 歳 入 合 計（A） 9,080,074 6,545,025 2,535,049
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 2,348,367 1,262,571 1,085,796
歳　 入　 合　 計（B） 11,428,441 7,807,596 3,620,845

（２）歳出の部
勘定項目 予　算　額 前年度予算額 差　　異

1.　事　務　費 1,999,500 1,989,500 10,000
消 耗 品 費 10,000 10,000 0
人 件 費 1,800,000 1,800,000 0
通 信 費 60,000 50,000 10,000
旅 費 26,000 26,000 0
終 身 会 費 返 金 100,000 100,000 0
雑 費 3,500 3,500 0

2.　会　議　費 853,000 1,153,000 △ 300,000
代 表 委 員 会 費 50,000 350,000 △ 300,000
代 表 委 員 会 旅 費 800,000 800,000 0
役 員 会 費 3,000 3,000 0

3.　事　業　費 2,320,000 2,330,000 △ 10,000
会 報 等 印 刷 費 600,000 600,000 0
会 報 郵 送 費 900,000 900,000 0
会 報 発 送 雑 費 780,000 780,000 0
ホームページ管理費 10,000 10,000 0
同 窓 会 長 賞 費 30,000 40,000 △ 10,000

4.　名簿関係費 7,500 7,500 0
発 送 費 7,500 7,500 0

5.　慶　弔　費 50,000 50,000 0
6.　支部総会派遣費 500,000 500,000 0
7.　卒業・修了祝賀会賛助費 150,000 150,000 0
8.　予　備　費 70,000 70,000 0
当期歳出合計（C） 5,950,000 6,250,000 △ 300,000
当期収支差額（A）−（C） 3,130,074 295,025 2,835,049
次期繰越収支差額（B）−（C） 5,478,441 1,557,596 3,920,845

２．基本金特別会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 予　算　額 前年度予算額 差　　異
1.　終　身　会　費 0 4,970,000 △ 4,970,000

新 入 生 分 0 4,920,000 △ 4,920,000
卒 業 生 分 0 50,000 △ 50,000

2.　雑　　収　　入 0 0 0
3.　利　　　　　子 1,100 1,209 △ 109
当 期 歳 入 合 計（A） 1,100 4,971,209 △ 4,970,109
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 55,011,180 55,480,080 △ 468,900
歳　 入　 合　 計（B） 55,012,280 60,451,289 △ 5,439,009

（２）歳出の部
勘定項目 予　算　額 前年度予算額 差　　異

1.　一般会計への繰入 1,000,000 3,430,000 △ 2,430,000
2.　振　　 込 　　料 0 1,000 △ 1,000
当期歳出合計（C） 1,000,000 3,431,000 △ 2,431,000
当期収支差額（A）−（C） △ 998,900 1,540,209 △ 2,539,109
次期繰越収支差額（B）−（C） 54,012,280 57,020,289 △ 3,008,009

３．百周年記念事業会
（１）歳入の部 （単位：円）

勘定項目 今年度予算 前年度予算額 比較増△減額
1.　基本金特別会計より繰入 0 0 0
2.　利　　　　　　子 44 44 0
3.　募　　　　　　金 0 1,000,000 △ 1,000,000
当 期 歳 入 合 計（A） 44 1,000,044 △ 1,000,000
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 4,478,779 4,495,829 △ 17,050
歳　 入　 合　 計（B） 4,478,823 5,495,873 △ 1,017,050

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 前年度予算額 比較増△減額

1.　事　　 務 　　費 100,000 100,000 0
2.　会　　 議 　　費 100,000 100,000 0
3.　旅　　　　　　費 200,000 120,000 80,000
4.　事 　　業 　　費 400,000 100,000 300,000
5.　人 　　件 　　費 1,700,000 0 1,700,000
6.　雑　　　　　　費 50,000 50,000 0
当期歳出合計（C） 2,550,000 470,000 2,080,000
当期収支差額（A）−（C） △ 2,549,956 530,044 △ 3,080,000
次期繰越収支差額（B）−（C） 1,928,823 5,025,873 △ 3,097,050

５．資産保管状況 （単位：円）
項　　目 一 般 会 計 基本金会計 百周年記念事業会

1.　現　　　金 8,496
2.　普 通 預 金 大 垣 共 立 銀 行

十 六 銀 行 2,301,074 1,397,597 4,320,619
三 井 住 友 信 託 銀 行 3,572,549
郵 便 局 38,797
み ず ほ 銀 行 2,583,573

3.　定期定額貯金 大 垣 共 立 銀 行 9,613,325
十 六 銀 行 21,844,136
三 井 住 友 信 託 銀 行 16,000,000

4.　振 替 貯 金 0 0 158,160
合　　計 2,348,367 55,011,180 4,478,779
総　　計 61,838,326

令和３年度各務同窓会決算報告
自 令和３年４月１日　　至 令和４年３月31日

１．一般会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額
1.　会　　　費 2,515,000 1,484,500 △ 1,030,500

入 　 会 　 金 2,460,000 1,380,000 △ 1,080,000
年 　 会 　 費 55,000 104,500 49,500

2.　利　　　子 25 20 △ 5
3.　雑　収　入 600,000 564,000 △ 36,000
4.　基本金特別会計より繰り入れ 3,430,000 3,230,000 △ 200,000
当 期 歳 入 合 計（A） 6,545,025 5,278,520 △ 1,266,505
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 1,262,571 1,262,571 0
歳　 入　 合　 計（B） 7,807,596 6,541,091 △ 1,266,505

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額

1.　事　務　費 1,989,500 1,841,869 △ 147,631
消 耗 品 費 10,000 1,148 △ 8,852
人 件 費 1,800,000 1,709,000 △ 91,000
通 信 費 50,000 52,961 2,961
旅 費 26,000 17,000 △ 9,000
終 身 会 費 返 金 100,000 60,000 △ 40,000
雑 費 3,500 1,760 △ 1,740

2.　会　議　費 1,153,000 719 △ 1,152,281
代 表 委 員 会 費 350,000 0 △ 350,000
代 表 委 員 会 旅 費 800,000 0 △ 800,000
役 員 会 費 3,000 719 △ 2,281

3.　事　業　費 2,330,000 2,331,136 1,136
会 報 等 印 刷 費 600,000 600,000 0
会 報 郵 送 費 900,000 904,475 4,475
会 報 発 送 雑 費 780,000 796,161 16,161
ホームページ管理費 10,000 10,000 0
同 窓 会 長 賞 費 40,000 20,500 △ 19,500

4.　名簿関係費 7,500 0 △ 7,500
発 送 費 7,500 0 △ 7,500

5.　慶　弔　費 50,000 0 △ 50,000
6.　支部総会派遣費 500,000 0 △ 500,000
7.　卒業・修了祝賀会　賛助費 150,000 0 △ 150,000
8.　予　備　費 70,000 19,000 △ 51,000
当期歳出合計（C） 6,250,000 4,192,724 △ 2,057,276
当期収支差額（A）−（C） 295,025 1,085,796 790,771
次期繰越収支差額（B）−（C） 1,557,596 2,348,367 790,771

２．基本金特別会計
（１）歳入の部 （単位：円、小文字は内訳）

勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額
1.　終　身　会　費 4,970,000 2,760,000 △ 2,210,000

新 入 生 分 4,920,000 2,760,000 △ 2,160,000
卒 業 生 分 50,000 0 △ 50,000

2.　雑　　収　　入 0 0 0
3.　利　　　　　子 1,209 1,980 771
当 期 歳 入 合 計（A） 4,971,209 2,761,980 △ 2,209,229
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 55,480,080 55,480,080 0
歳　 入　 合　 計（B） 60,451,289 58,242,060 △ 2,209,229

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額

1.　一般会計への繰入 3,430,000 3,230,000 △ 200,000
2.　振 込 料 1,000 880 △ 120
当期歳出合計（C） 3,431,000 3,230,880 △ 200,120
当期収支差額（A）−（C） 1,540,209 △ 468,900 △ 2,009,109
次期繰越収支差額（B）−（C） 57,020,289 55,011,180 △ 2,009,109

３．百周年記念事業会
（１）歳入の部 （単位：円）

勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額
1.　基本金特別会計より繰入 0 0 0
2.　利　　　　　　子 44 35 △ 9
3.　募　　　　　　金 1,000,000 161,000 △ 839,000
4.　雑　　 収 　　入 0 258,802 258,802
当 期 歳 入 合 計（A） 1,000,044 419,837 △ 580,207
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 4,495,829 4,495,829 0
歳　 入　 合　 計（B） 5,495,873 4,915,666 △ 580,207

（２）歳出の部
勘定項目 今年度予算 決　算　額 比較増△減額

1.　事　　 務 　　費 100,000 45,049 △ 54,951
2.　会　　 議 　　費 100,000 4,676 △ 95,324
3.　旅　　　　　　費 120,000 13,542 △ 106,458
4.　事　　 業 　　費 100,000 360,250 260,250
5.　雑　　　　　　費 50,000 13,370 △ 36,630
当期歳出合計（C） 470,000 436,887 △ 33,113
当期収支差額（A）−（C） 530,044 △ 17,050 △ 547,094
次期繰越収支差額（B）−（C） 5,025,873 4,478,779 △ 547,094

４．資産現在高 （単位：円）
項　　目 年度始現在高 現　在　高

１.　一般会計 1,262,571 2,348,367
２.　基本金特別会計 55,477,515 55,011,180
３.　百周年記念事業 4,495,829 4,478,779

合　　計 61,235,915 61,838,326 岐阜大学基金特定事業
岐阜大学農学部・応用生物科学部創立100周年記念事業寄附金額

（令和４年３月31日）

2,054,000円

　今年度より会費３万円全額一般会計に組入

　令和２年度岐阜大学の事業（新型コロナウイルス感染症緊急学生
支援事業）に協力し、費用1,031,008円を一旦立替え、後に清算した
ことを報告します。
　報告がもれていたことをお詫び致します。



各務同窓会報
No.103　　令和４年９月30日

− 5−

❖ 

応
用
生
命
科
学
課
程

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
こ
の
大
変

な
社
会
状
況
の
中
ご
健
勝
に
て
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
度
も
光
永
徹
教
授
が
学
部

長
（
３
年
目
）、
ま
た
西
津
貴
久
教
授

が
副
学
部
長
（
筆
頭
）
と
し
て
学
部

の
運
営
を
担
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
課

程
は
石
田
が
課
程
長
を
務
め
、
分
子

生
命
科
学
コ
ー
ス
長
の
中
川
寅
教
授
、

食
品
生
命
科
学
コ
ー
ス
長
の
矢
部
富

雄
教
授
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
本

課
程
の
発
展
に
尽
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
課
程
は
、
本
年
3
月
に
学
部
卒

業
生
86
名
を
送
り
出
し
、
そ
の
う
ち

62
名
が
大
学
院
修
士
課
程
に
進
学
し

ま
し
た
。
修
士
課
程
修
了
者
は
50
名

で
、
そ
の
う
ち
10
名
が
岐
阜
大
学
連

合
農
学
研
究
科
博
士
課
程
に
進
学
し

ま
し
た
。
こ
の
4
月
に
は
、
本
課
程

に
87
名
の
新
入
生
及
び
5
名
の
３
年

次
編
入
学
生
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

大
学
院
修
士
課
程
に
は
令
和
元
年
度

秋
季
入
学
生
2
名
を
加
え
て
72
名
が

入
学
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
動
向
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
度
は
定
年
退
職
等
の
異
動
は
予

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
誠

に
残
念
な
こ
と
に
、
本
年
1
月
1
日

に
ゲ
ノ
ム
微
生
物
学
の
鈴
木
徹
教
授

が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
約
30
年
間
、

い
つ
も
一
緒
に
い
た
掛
け
替
え
の
な

い
仲
間
を
失
い
、
痛
恨
の
極
み
で
す
。

ま
た
、
原
徹
夫
名
誉
教
授
が
本
年
5

月
に
逝
去
さ
れ
た
と
い
う
訃
報
も
あ

り
ま
し
た
。
謹
ん
で
両
先
生
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

慶
事
と
し
ま
し
て
は
、
矢
部
富
雄

教
授
の
令
和
3
年
度
日
本
食
物
繊
維

学
会
賞
の
受
賞
と
、
加
藤
宏
治
名
誉

教
授
の
令
和
4
年
春
の
叙
勲
（
瑞
宝

中
綬
章
）
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

加
藤
先
生
の
叙
勲
は
、
昨
年
の
柘
植

先
生
に
つ
い
で
２
年
連
続
で
あ
り
、

両
先
生
の
教
え
子
で
あ
る
小
生
と
し

て
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、

学
生
さ
ん
た
ち
の
活
躍
も
め
ざ
ま
し

く
、
合
成
生
物
学
の
国
際
的
大
会
で

あ
るiGEM

で
の
金
賞
受
賞
を
始
め
、

各
学
会
に
お
い
て
数
多
く
の
賞
（
数

が
多
い
た
め
詳
細
は
割
愛
）
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
乍
ら
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

�

（
石
田
秀
治
）

❖ 

生
産
環
境
科
学
課
程

　

築
後
35
年
を
経
た
校
舎
の
改
修
も

終
わ
り
、
全
て
の
研
究
室
が
改
修
後

の
建
物
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
場
所
で
、
学
生
・
教
職
員
一
同
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
行
け
る

雰
囲
気
を
感
じ
て
い
ま
す
。
改
修
の

過
程
で
は
、
同
窓
会
・
後
援
会
か
ら

の
ご
支
援
に
よ
り
学
生
居
室
、
多
目

的
室
の
備
品
等
を
整
備
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た
校

舎
に
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
年
は
、
環
境
生
態
科
学
コ
ー
ス

の
大
西
健
夫
教
授
（
流
域
管
理
学
研

究
室
）、
廣
田
勲
准
教
授
（
地
域
資

源
生
態
学
）
が
、
4
月
に
現
職
に
昇

任
さ
れ
ま
し
た
。
益
々
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
松

研
教
授
が
連
合
農
学
研
究
科
長
、
山

田
邦
夫
教
授
が
副
学
部
長
、
山
本
朱

美
教
授
が
学
部
長
補
佐
と
し
て
学

部
、
研
究
科
の
運
営
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
終
了
時
に

は
、
多
井
紫
織
さ
ん
（
研
究
科
長
表

彰
）、
高
崎
日
向
子
さ
ん
（
学
部
長

表
彰
）、
野
間
明
加
里
さ
ん
（
同
窓
会

長
表
彰
）、
山
口
真
奈
さ
ん
（
同
窓

会
長
表
彰
）
が
、
学
業
優
秀
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究

活
動
に
関
し
て
は
、
多
く
の
学
生
さ

ん
が
、
学
会
発
表
に
対
す
る
表
彰
を

各
学
会
か
ら
受
け
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
本
年
は
多
く
の
先
生
が
、
研

究
に
基
づ
く
表
彰
を
受
け
、
ま
た
国

際
的
な
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
研
究

成
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
田
中
貴
准

教
授
（
作
物
学
会
奨
励
賞
）、
山
本

義
治
教
授
（Cell�Report

、N
ature�

Com
m
unications

）、
小
山
博
之
教

授
（Trends�in�Plant�Science

）
な

ど
が
そ
の
一
例
で
す
。
教
員
一
同
、

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
や
、SD

Gs

の

達
成
な
ど
の
社
会
課
題
の
解
決
に
、

教
育
・
研
究
の
両
面
で
貢
献
し
て
い

く
所
存
で
す
。

（
小
山
博
之
）

❖ 

共
同
獣
医
学
科

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事

侵
攻
を
背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料

価
格
の
高
騰
が
続
き
、
加
え
て
円
安

の
進
行
に
よ
る
輸
入
物
価
の
上
昇
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
は
今
な
お
高
い
水
準
で
推

移
し
て
お
り
、
各
務
同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
苦
労
も
多
い

こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

　

共
同
獣
医
学
科
の
現
況
を
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。
本
学
科
は
10
年
目
に

入
り
、
今
年
度
は
68
名
［
岐
阜
大
学

31
名
（
男
性
11
名
、
女
性
20
名
）、
鳥

取
大
学
37
名
（
男
性
13
名
、
女
性
24

名
）］
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
出

身
地
は
愛
知
県
12
名
、
大
阪
府
8
名
、

長
野
県
、
京
都
府
、
兵
庫
県
各
4
名

な
ど
で
あ
り
、
今
年
度
も
愛
知
県
か

ら
の
入
学
者
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
3
月
に
は
第
4
期
生
67
名

（
岐
阜
大
学
35
名
、
鳥
取
大
学
32
名
）

が
卒
業
し
ま
し
た
。
2
月
に
実
施
さ

れ
た
獣
医
師
国
家
試
験
で
は
、
岐
阜

大
学
の
現
役
受
験
生
35
名
の
う
ち
34

名
が
合
格
し
（
合
格
率
97
．1
％
）、

鳥
取
大
学
は
32
名
の
う
ち
31
名
が
合

学
園
だ
よ
り

学
園
だ
よ
り
課
程
等
の
近
況

課
程
等
の
近
況
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格
し
ま
し
た
（
同
96
．9
％
）。
岐
阜

大
学
で
は
今
回
、
2
年
ぶ
り
に
全
国

第
1
位
の
合
格
率
と
な
り
、
鳥
取
大

学
は
第
2
位
で
し
た
。
新
た
に
獣
医

師
と
な
っ
た
65
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

教
員
人
事
で
は
、
令
和
4
年
4
月

1
日
付
け
で
獣
医
外
科
学
研
究
室
の

宮
脇
慎
吾
先
生
が
准
教
授
に
昇
任
し

ま
し
た
。
一
方
、
獣
医
臨
床
放
射
線

学
研
究
室
の
神
志
那
弘
明
准
教
授
は

令
和
4
年
3
月
末
に
退
職
し
、
4
月

か
ら
京
都
府
に
あ
る
民
間
の
二
次
診

療
施
設
の
長
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

共
同
獣
医
学
科
で
は
、
国
際
通
用

性
の
あ
る
社
会
性
豊
か
な
獣
医
師
養

成
を
目
指
し
て
、
教
育
研
究
環
境
の

さ
ら
な
る
改
善
充
実
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。
今
年
度
も
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
末
筆
な
が
ら
同
窓
生
の
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

�

（
共
同
獣
医
学
科
長　

鬼
頭
克
也
）

❖ 

連
合
農
学
研
究
科

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

岐
阜
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究

科
は
2
0
2
1
年
（
令
和
3
年
）
4

月
を
も
っ
て
創
設
30
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
本
研
究
科
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
岐
阜
大
学
、
静

岡
大
学
、
そ
し
て
か
つ
て
の
構
成
校

で
あ
る
信
州
大
学
の
関
係
者
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
研
究
科
で
は
、
事
務
員

の
今
井
健
太
郎
氏
が
病
院
事
務
室
に

異
動
と
な
り
、
後
任
に
高
橋
洋
子
氏

を
事
務
主
任
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
補
佐
員
の
栗
本
薫
乃
氏

が
産
休
に
入
る
た
め
、
国
際
関
係
の

事
務
補
佐
員
と
し
て
、
6
月
よ
り
新

た
に
櫻
井
菜
保
美
氏
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
他
、
中
野
浩
平
研
究
科
長
補
佐

（
専
任
教
員
）、
矢
部
富
雄
研
究
科
長

補
佐
（
国
際
担
当
）、
千
原
英
司
特
任

教
授
（
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
）、
野
村
友
里
連
合
大
学
院
事
務

室
長
、
青
木
考
一
郎
係
長
、
お
よ
び
、

高
橋
敦
子
、
戸
本
悦
子
、
伊
藤
輝
美

の
各
氏
は
変
わ
ら
ず
研
究
科
の
管
理

運
営
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
研
究
科

の
重
要
事
項
を
決
定
す
る
代
議
員
会

に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
村

彰
宏
先
生
、
上
野
義
仁
先
生
、
中
川

智
行
先
生
、
西
村
眞
一
先
生
、
山
本

朱
美
先
生
に
ご
参
画
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
学
位
授
与
者
は
課
程
博

士
15
名
、
論
文
博
士
2
名
で
あ
り
、

ま
た
、
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
4
月
の
み
で
20
名
と
な
っ
て
お
り
、

例
年
よ
り
や
や
人
数
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
在
籍
者
は
総
数

1
0
4
名
で
、
う
ち
54
名
が
外
国
人

留
学
生
、
23
名
が
社
会
人
学
生
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

5
月
の
入
国
管
理
の
緩
和
に
伴
い
、

渡
日
を
見
合
わ
せ
て
い
た
学
生
も
よ

う
や
く
岐
阜
、
あ
る
い
は
静
岡
に
迎

え
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
科
の

混
乱
も
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
公
開
講
座
な
ど
の
中
断
さ
れ
て

き
た
事
業
を
再
開
さ
せ
な
く
て
は
な

ら
ず
、
こ
ち
ら
は
勘
を
取
り
戻
す
の

に
し
ば
ら
く
の
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
。

　

本
年
度
も
本
研
究
科
が
国
内
外
に

お
け
る
農
学
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を

目
標
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会

会
員
諸
氏
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
平
松　

研
）

❖ 

連
合
獣
医
学
研
究
科

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
の
本
研
究
科
の
学
位

授
与
者
数
は
、
課
程
博
士
16
名
、
論

文
博
士
2
名
の
計
18
名
で
し
た
。
平

成
30
年
度
に
最
後
に
入
学
し
た
学
生

の
標
準
修
業
年
限
を
迎
え
ま
し
た
が
、

本
研
究
科
に
は
、
現
在
10
名
（
う
ち

留
学
生
0
名
）
の
学
生
が
在
籍
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
在
籍
す
る
全
て
の

学
生
が
無
事
修
了
す
る
ま
で
、
基
幹

校
と
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
育

成
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

在
学
す
る
学
生
の
多
く
は
社
会
人

学
生
で
、
仕
事
と
学
業
を
両
立
さ
せ

な
が
ら
学
位
取
得
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
か
ら
、
仕
事
に
支
障
が

生
じ
経
済
的
な
問
題
で
学
業
に
専
念

で
き
ず
、
遅
延
し
た
学
生
も
い
ま
し

た
。
学
位
の
質
が
落
ち
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
本
研
究
科
の
教
職
員
が
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

本
研
究
科
の
在
学
生
も
、
新
大
学

院
で
あ
る
共
同
獣
医
学
研
究
科
の
学

生
と
と
も
に
、
国
内
外
の
獣
医
学
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
研
究
活

動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
浅
井
鉄
夫
）

❖ 

共
同
獣
医
学
研
究
科

　

各
務
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
31
年
4
月
に
開
設
さ
れ
た
共

同
獣
医
学
研
究
科
が
完
成
年
度
を
迎

え
ま
す
の
で
、
標
準
年
限
で
修
了
す

る
1
期
生
が
博
士
号
を
取
得
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
優
秀
な
成
果
を
あ

げ
た
場
合
に
は
3
年
間
で
修
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
す
で
に
1

名
の
短
縮
修
了
者
が
学
位
を
取
得
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
21
名
の
大
学
院
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生
が
在
籍
し
て
お
り
、
日
本
人
学
生

が
16
名
、
留
学
生
が
5
名
で
す
。
日

本
人
学
生
の
う
ち
8
名
は
社
会
人
学

生
で
あ
り
、
仕
事
を
や
り
な
が
ら
研

究
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

共
同
大
学
院
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
鳥

取
大
学
で
す
が
、
両
大
学
の
大
学
院

生
が
一
堂
に
会
し
て
論
議
す
る
こ
と

の
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
実
施
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
人
脈
を
形
成
す
る

こ
と
も
博
士
課
程
の
学
生
に
と
っ
て

重
要
な
こ
と
で
す
の
で
、
自
由
に
行

き
来
し
て
対
面
で
の
討
論
が
可
能
に

な
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

�

（
志
水
泰
武
）

❖ 

附
属
岐
阜
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

　

 

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　

各
務
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に

留
意
し
た
う
え
で
対
面
授
業
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
多

人
数
で
の
宿
泊
実
習
だ
け
は
ま
だ
再

開
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
柳
戸
農
場

で
は
産
業
動
物
臨
床
実
習
施
設
整
備

事
業
の
新
畜
舎
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
農

業
取
組
事
業
の
ス
マ
ー
ト
温
室
が
順

調
に
運
用
開
始
さ
れ
、
新
た
な
教
育

研
究
環
境
と
し
て
整
備
、
充
実
さ
れ

ま
し
た
。
美
濃
加
茂
農
場
で
は
飛
騨

牛
繁
殖
研
修
事
業
が
３
年
目
を
迎
え

今
年
３
月
１
期
生
３
名
全
員
が
自
営

就
農
し
喜
ば
し
い
成
果
を
あ
げ
た
一

方
で
、
現
在
の
研
修
生
は
２
期
生
２

名
、
３
期
生
０
名
の
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
持
続
可
能
な
事
業
と
し
て
地

域
に
根
づ
く
こ
と
を
目
指
し
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
位
山

演
習
林
で
は
所
在
地
の
下
呂
市
と
の

地
域
連
携
お
よ
び
教
育
研
究
活
動
の

強
化
を
目
指
し
て
活
発
な
議
論
が
な

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
進
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に

向
け
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
大
場
恵
典
）

❖ 

動
物
病
院

　

本
年
度
よ
り
渡
邊
が
動
物
病
院
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

動
物
病
院
の
現
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は
人
事
で

す
が
、
神
経
科
の
診
療
科
長
を
担
当

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
神
志
那
弘
明
准

教
授
が
3
月
い
っ
ぱ
い
で
退
職
し
、

Kyoto�AR�

動
物
高
度
医
療
セ
ン
タ
ー

の
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
動
物
病
院
と
し
て
は
神
志
那
ブ

ラ
ン
ド
を
失
い
、
か
な
り
の
痛
手
と

な
り
ま
す
が
、
一
方
で
神
志
那
チ
ル

ド
レ
ン
の
常
勤
獣
医
師
た
ち
が
活
躍

し
、
神
経
科
を
盛
り
上
げ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
整
形
外
科
の
診
療
科
長

を
担
当
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
岩
田
宗

峻
助
教
が
7
月
い
っ
ぱ
い
で
東
京
医

科
歯
科
大
学
に
准
教
授
と
し
て
栄
転

さ
れ
ま
し
た
。
岩
田
先
生
は
整
形
外

科
の
診
療
科
を
立
ち
上
げ
、
外
科
分

野
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
動
物
病
院
と
し
て

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
神
志
那

先
生
、
岩
田
先
生
の
こ
れ
か
ら
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

動
物
病
院
の
収
入
は
、
一
昨
年
度

が
国
立
大
学
の
附
属
動
物
病
院
と
し

て
は
東
大
、
北
大
に
次
ぎ
、
３
番
目

の
収
入
と
な
り
、
一
昨
年
度
の
5
．
3

億
円
か
ら
昨
年
度
の
5
．7
億
円
と
、

さ
ら
に
順
調
な
増
収
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
度
、
新
リ
ニ
ア
ッ
ク
（
放
射

線
治
療
機
）
の
導
入
を
目
的
と
し
た

放
射
線
治
療
室
の
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
来
年
の
9
月
稼
働
に
向
け
て

動
物
看
護
師
も
新
た
に
6
名
採
用
し
、

総
勢
21
名
の
看
護
師
が
新
た
な
診
療

体
制
に
対
応
す
べ
く
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
、
動
物
看
護

師
は
愛
玩
動
物
看
護
師
と
し
て
国
家

資
格
化
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
動
物
看

護
師
は
休
日
返
上
で
勉
強
会
を
開
催

し
、
全
員
合
格
を
目
標
に
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
動
物
病
院
と
し
て
も
全

面
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
動
物
病
院
は
、
二
次
診
療

施
設
と
し
て
の
高
度
な
診
療
体
制
を

維
持
し
、
東
海
地
区
の
獣
医
療
の
発

展
に
貢
献
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
動
物
病
院
の
運
営
に

ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
渡
邊
一
弘
）

❖ 

野
生
動
物
管
理
学

　

 

研
究
セ
ン
タ
ー

　

応
用
生
物
科
学
部
附
属
野
生
動
物

管
理
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
研

究
セ
ン
タ
ー
）
は
、
岐
阜
大
学
に
お

け
る
野
生
動
物
研
究
の
中
核
を
担
う

組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
2
0
2
2
年
4
月
1

日
、
岐
阜
県
と
の
共
同
組
織
と
し
て

「
岐
阜
県
野
生
動
物
管
理
推
進
セ
ン
タ

ー
（
推
進
セ
ン
タ
ー
）」
が
発
足
し
、

学
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
、

研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
た
鈴
木
正

嗣
教
授
が
推
進
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

し
た
こ
と
を
受
け
、
私
が
研
究
セ
ン

タ
ー
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

両
セ
ン
タ
ー
は
、
主
た
る
活
動
内

容
は
異
な
る
も
の
の
、
互
い
の
補
完

的
連
携
を
前
提
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
推
進
セ
ン

タ
ー
が
野
生
動
物
管
理
の
実
践
や
地

域
貢
献
に
主
眼
を
置
く
の
に
対
し
、

研
究
セ
ン
タ
ー
は
野
生
動
物
管
理
に

関
す
る
分
野
横
断
的
な
研
究
を
推
進

し
つ
つ
、
推
進
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
研
究
・
教
育
・
人
材
育
成
を
支
援
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す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
推
進
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密

接
に
取
り
な
が
ら
、
研
究
セ
ン
タ
ー

の
特
徴
を
活
か
し
た
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
（
伊
藤
直
人
）

❖ 

共
同
獣
医
学
教
育
開
発

　

 

推
進
セ
ン
タ
ー

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
（
2
0
1
3
）
年
度
に
鳥

取
大
学
と
と
も
に
共
同
獣
医
学
科
が

設
置
さ
れ
、
岐
阜
大
学
と
鳥
取
大
学

そ
れ
ぞ
れ
に
「
共
同
獣
医
学
教
育
開

発
推
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ

ー
）」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
は
、
遠
隔
講
義
や
教
員
移
動
・
学

生
移
動
な
ど
の
共
同
教
育
を
有
効
、

か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
教

育
内
容
や
教
育
方
法
を
改
善
、
開
発
、

調
整
し
、
共
同
獣
医
学
教
育
に
関
す

る
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
獣
医

学
教
育
の
質
の
向
上
、
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、「
共
同
教
育
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
部
門
」
と
「
実
践
的
共
同
教

育
推
進
部
門
」
の
2
つ
の
部
門
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

私
（
食
品
・
環
境
衛
生
学
）
と
伊

藤
直
人
教
授
（
人
獣
共
通
感
染
症
学
）

は
「
共
同
教
育
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
部

門
」
と
し
て
、
以
下
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

・
共
同
教
育
全
般
の
調
整
・
管
理

・
共
同
教
育
ポ
リ
シ
ー
の
進
化
推
進

・
初
年
次
教
育
推
進

・
教
育
の
検
証
・
改
善

・�

共
同
教
育
の
調
査
・
開
発
・
成
果

公
表

　

酒
井
洋
樹
教
授
（
獣
医
病
理
学
）

と
西
飯
直
仁
准
教
授
（
獣
医
内
科
学
）

は
「
実
践
的
共
同
教
育
推
進
部
門
」

と
し
て
、
以
下
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

・
臨
床
共
同
教
育
の
調
整
・
管
理

・
基
礎
応
用
共
同
教
育
の
調
整
・
管
理

・
ア
ド
バ
ン
ス
臨
床
教
育
の
開
発

・�

ア
ド
バ
ン
ス
基
礎
・
応
用
教
育
の

開
発

　

令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
3
年
生
ま
で
進
行
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施
で
き
な
か
っ

た
教
員
移
動
・
学
生
移
動
型
の
講
義
・

実
習
を
、
今
年
度
は
一
部
で
3
年
ぶ

り
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
な
ど
急
遽
対
応

が
必
要
な
状
況
が
あ
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
両
大
学
の
セ
ン
タ
ー
で
柔

軟
に
調
整
、
対
応
し
、
共
同
教
育
を

い
か
し
て
学
生
へ
の
教
育
の
質
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

�

（
猪
島
康
雄
）

❖ 

家
畜
衛
生
地
域
連
携

　

 

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（GeFAH

、
ジ
ー
フ
ァ
）

　

各
務
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
GeFAH

は
、
2
0
1
6
年
に
発
足

し
て
以
来
、
近
隣
の
自
治
体
や
畜
産

関
連
事
業
者
と
様
々
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
は
、
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
（
旧

牛
白
血
病
）、
豚
熱
（
旧
豚
コ
レ
ラ
）、

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
病
、
食
中
毒
関
連
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
、
大
学
院
で
学
ん
で
い
た
2
名
の

地
方
自
治
体
職
員
の
方
が
、GeFAH

の
構
成
教
員
の
下
で
2
0
2
2
年
3

月
に
学
位
（
獣
医
学
博
士
）
を
取
得

し
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
と
場

に
お
け
る
枝
肉
の
温
度
管
理
に
関
す

る
も
の
と
ミ
ツ
バ
チ
の
ウ
イ
ル
ス
病

に
関
す
る
も
の
で
す
。
本
会
報
を
ご

覧
に
な
っ
て
い
る
皆
様
の
中
で
関
心

を
お
持
ち
の
方
は
、
共
同
研
究
を
含

め
て
、
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。

　

畜
産
や
家
畜
衛
生
を
取
り
巻
く
情

勢
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

動
物
福
祉
や
公
衆
衛
生
へ
の
意
識
や

直
面
す
る
家
畜
伝
染
病
の
問
題
な
ど

枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
家
畜
の
感
染
症
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
も
様
々
な
手
法
が
開
発
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
以
前
は
研
究
室
レ

ベ
ル
の
技
術
が
畜
産
現
場
で
広
く
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
新
し
い
技

術
や
考
え
方
の
情
報
提
供
を
充
実
さ

せ
る
必
要
性
を
感
じ
、
卒
後
教
育
に

関
す
る
取
り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
に

つ
き
ま
し
て
も
、
ご
要
望
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

今
後
と
もGeFAH

の
運
営
に
関
し

て
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
浅
井
鉄
夫
）

GeFAH の２種類のロゴマーク
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生
産
環
境
科
学
課
程
環
境
生
態

科
学
コ
ー
ス
の
向
井
譲
教
授
は
、

令
和
4
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
定

年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
平
成
16
年
3
月
に
着

任
さ
れ
て
以
来
、
本
学
の
研
究
教

育
お
よ
び
学
部
運
営
に
尽
力
さ

れ
、
そ
の
多
大
な
功
績
に
よ
り
本

学
名
誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

退
職
記
念
事
業
と
し
て
、
令
和

4
年
3
月
2
日
（
水
）
13
時
よ
り

応
用
生
物
科
学
部
1
0
1
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
樹
木
の
交

配
に
関
す
る
2
、
3
の
研
究
」
と

題
す
る
最
終
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
在
学
生
や
教
職
員
は
も
と
よ

り
、
多
数
の
卒
業
生
や
森
林
・
林

業
関
係
者
の
皆
様
が
駆
け
付

け
、
盛
大
な
最
終
講
義
と

な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め

茶
話
会
は
開
催
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

代
わ
り
に
最
終
講
義

第
2
部
と
し
て
、
先
生
の
趣
味
で

あ
る
釣
り
に
つ
い
て
語
る
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
が
中
心

に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、終
始
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
は
進
み
ま

し
た
。
先
生
は
、
懐
か
し
い
卒
業

生
の
皆
さ
ん
と
の
歓
談
を
心
か
ら

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
退
職
後
は
、
釣
り
の
腕
を
磨

く
だ
け
で
な
く
、
岐
阜
大
学
フ
ェ

ロ
ー
と
し
て
、
引
き
続
き
大
学
で

の
研
究
教
育
活
動
に
従
事
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
の
先
生
の
益
々
の

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し

て
、
事
業
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
片
畑
伸
一
郎
）

感
　
謝

福
　
士
　
秀
　
人

　

私
が
岐
阜
大
学
農
学
部
獣
医
学
科
獣
医

微
生
物
学
研
究
室
助
手
と
し
て
赴
任
し
て

か
ら
、
38
年
が
経
ち
、
来
年
３
月
末
に
定

年
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
在
職

中
は
た
く
さ
ん
の
教
員
・
事
務
職
員
・
学

生
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

着
任
し
た
当
時
、
農
学
部
は
各
務
原
市

に
あ
り
、
そ
の
年
の
秋
に
柳
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

に
移
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
プ
レ
ハ

ブ
の
獣
医
学
科
の
建
物
の
廊
下
の
一
角
に

置
か
れ
た
台
が
私
の
机
で
し
た
。
右
も
左

も
わ
か
ら
ず
、
礼
儀
作
法
も
な
っ
て
お
ら

ず
、
教
員
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
私
を
先

輩
教
員
の
方
々
に
日
々
、
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
今
日
、
そ
れ
な
り
に
教
員
と
し
て

務
め
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

各
務
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
数
ヶ
月
で
し
た
が
、

自
然
が
豊
か
で
庭
園
も
綺
麗
だ
っ
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

移
転
し
た
ば
か
り
の
柳
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
建
物
は
新
し
い
も
の
の
、
ま
だ
木
々

も
成
長
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今

は
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
巨
木
が
聳
え
立
ち
、

自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
た
こ
と
は

嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

博
士
課
程
を
中
退
し
、
赴
任
し
ま
し
た

の
で
、
当
面
の
課
題
は
博
士
号
を
得
る
こ

と
で
し
た
。
学
生
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
夜

遅
く
ま
で
実
験
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
初

は
研
究
室
で
S
P
F
の
鶏
を
維
持
し
て
い

ま
し
た
。
毎
日
、
朝
の
１
時
間
は
鶏
の
世

話
で
終
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
数
年
後
に

鶏
の
自
家
飼
育
は
し
な
く
て
も
良
い
こ
と

に
な
り
、
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
実
験

結
果
も
で
る
よ
う
に
な
り
、
博
士
号
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
博
士
号
は
オ
ウ

ム
病
ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
研
究
で
、
多
く
の
学

生
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
研
究
が
で
き
た
お

か
げ
で
す
。

　

在
外
研
究
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
10
ヶ

月
で
し
た
が
、
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
帰
国
後
は
病
理
学
研
究
室
と
の
共

同
で
様
々
な
動
物
の
感
染
症
を
研
究
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
が
、
現

在
も
続
け
て
い
る
ウ
マ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

の
研
究
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究

に
お
い
て
も
、
多
く
の
学
生
さ
ん
た
ち
と

一
緒
に
研
究
で
き
た
こ
と
は
大
い
な
る
喜

び
と
言
え
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
獣
医
学
科
全
体
の
取
り
組

み
と
し
て
始
め
ら
れ
た
中
部
山
岳
地
帯
に

お
け
る
野
生
動
物
の
研
究
に
も
加
わ
り
、

私
自
身
は
山
開
き
前
の
薬
師
岳
に
登
り
、

雷
鳥
調
査
の
皆
様
と
雷
鳥
の
フ
ン
を
必
死

に
集
め
た
こ
と
も
良
い
思
い
出
で
す
。
こ
の

研
究
を
契
機
と
し
て
、
野
生
動
物
が
保
有

す
る
薬
剤
耐
性
菌
の
研
究
を
行
う
よ
う
に

な
り
、
ア
フ
リ
カ
で
の
調
査
研
究
に
発
展

し
、
連
合
獣
医
学
研
究
科
の
先
生
方
と
と

も
に
材
料
採
取
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
究
の
み
な
ら
ず
、
小
見
山
学
部
長
の

も
と
で
、
学
部
の
運
営
に
も
関
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
も
す
れ
ば
暴
走
し
て

し
ま
う
私
を
上
手
に
使
っ
て
い
た
だ
い
た

小
見
山
先
生
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
理
事
・
副
学
長
と
し
て
森
脇
先

生
に
お
仕
え
し
た
さ
い
に
は
、
応
用
生
物

科
学
部
が
岐
阜
大
学
の
中
で
い
か
に
大
き

な
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
か
を
実
感
し
ま

し
た
。
教
育
で
も
、
研
究
で
も
岐
阜
大
学

で
先
頭
を
進
ん
で
お
り
、
こ
の
成
果
を
で

き
る
だ
け
全
学
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い

な
が
ら
、
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

学
部
に
復
帰
し
て
か
ら
は
、
応
用
生
物

科
学
部
建
物
の
改
装
工
事
に
遭
遇
し
、
ま

た
し
て
も
引
っ
越
し
が
あ
り
ま
し
た
。
岐

阜
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
の
３
階
の
仮

住
ま
い
も
、
楽
し
い
日
々
で
し
た
。
改
装

後
は
、
研
究
室
が
２
階
か
ら
５
階
に
移
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
気
持
ち
も
新
た
に
教
育

と
研
究
に
没
頭
し
て
き
ま
し
た
。

退
職
者
記
念
事
業

退
職
者
記
念
事
業
のの
報
告
報
告

退
職
予
定
者
の
あ
い
さ
つ

退
職
予
定
者
の
あ
い
さ
つ
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定
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獣
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獣
医
外
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学
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矢部富雄　教授� 日本食物繊維学会賞� 令和３年11月６日

楠田哲士　准教授� GIFU�TECH�PLAN�GRAND�PRIX�OKB賞� 令和３年11月20日

田中　貴　助教� 第26回日本作物学会研究奨励賞� 令和４年３月27日

西津貴久　教授、勝野那嘉子　准教授、今泉鉄平　助教
　　FOOMA�JAPAN�2022（国際食品工業展）　FOOMA�AP賞（来場者評価部門）� 令和４年６月10日

松村秀一　教授、石黒直隆　名誉教授
� 2022年度�Zoological�Science�Award� 令和４年６月４日

　

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
農

学
部
・
応
用
生
物
科
学
部
の
多
く
の
諸
先

輩
が
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
実
績
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
務
め
を
果
た
せ

た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
岐
阜
大
学
獣
医

学
科
の
一
員
と
し
て
、
教
育
と
研
究
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
幸

運
な
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
応
用
生
物
科

学
部
並
び
に
各
務
同
窓
会
の
皆
様
の
益
々

の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

福
士
秀
人
教
授
の

定
年
退
職
の
お
知
ら
せ

　

共
同
獣
医
学
科　

獣
医
微
生
物
学

研
究
室
の
福
士
秀
人
教
授
は
令
和
5

年
3
月
31
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ

れ
ま
す
。

　

先
生
は
、
1
9
8
2
年
に
助
手

と
し
て
着
任
さ
れ
、
2
0
0
3
年
に

教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
大

学
に
着
任
さ
れ
て
以
来
、
オ
ウ
ム
病

ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
研
究
を
精
力
的
に
取

り
組
ま
れ
て
こ
ら
れ
、
1
9
9
2
年

に
は
、
日
本
獣
医
学
会
賞
「
オ
ウ

ム
病
ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
免
疫
化
学
的
お

よ
び
分
子
遺
伝
学
的
解
析
と
新
分

類
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

1
9
9
3
年
に
は
動
物
園
で
発
生
し

た
原
因
不
明
の
集
団
脳
炎
か
ら
、
新

し
い
ウ
マ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
を
分
離

さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
学
に
も
大
き
な
貢

献
を
果
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

教
育
活
動
で
は
、
多
く
の
学
生
に
慕

わ
れ
、
輩
出
さ
れ
た
卒
業
生
た
ち
は

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
応
用
生
物
科
学
部

副
学
部
長
、教
養
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー

長
、
教
育
推
進
学
生
支
援
機
構
副
機

構
長
、
理
事
と
し
て
も
、
岐
阜
大
学

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
令
和

5
年
3
月
3
日
（
金
）
13
時
よ
り
、

全
学
共
通
教
育
棟
1
0
1
番
教
室
に

て
、最
終
講
義
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、

講
義
の
後
、
懇
親
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

�

（
中
川
敬
介
）

退
職
者
記
念
事
業
の
お
知
ら
せ

退
職
者
記
念
事
業
の
お
知
ら
せ

 

教
員
の
異
動

教員・旧教員の受賞教員・旧教員の受賞
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同
窓
会
長
賞
は
、
毎
年
1
回
優
秀
な

学
生
の
日
頃
の
努
力
を
顕
彰
す
る
目
的

で
平
成
19
年
度
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
も
各
課
程
お
よ
び
専
攻
か

ら
の
推
薦
を
受
け
て
、
応
用
生
物
科
学

研
究
科
の
学
生
の
中
か
ら
次
の
受
賞
者

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
心

よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

な
お
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

■ 

受
賞
者
（
敬
称
略
）

　

応
用
生
命
科
学
課
程

宇
佐
美　

正　

成　

　

生
産
環
境
科
学
課
程

山　

口　

真　

奈　

　

共
同
獣
医
学
科西　

村　

風　

哉　

　

生
命
科
学
・
化
学
専
攻

磯　

貝　
　
　

樹　

　

生
物
生
産
環
境
科
学
専
攻

野　

間　

明
加
里　

�

宇
佐
美　

正
成

　

こ
の
度
は
同
窓
会
長
賞
と
い
う
栄
誉

あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
存

じ
ま
す
。
講
義
や
研
究
活
動
を
通
じ
て

熱
心
な
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方

や
先
輩
方
、
共
に
勉
学
に
励
ん
だ
同
級

生
、
そ
し
て
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
両
親

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

卒
業
後
は
本
学
修
士
課
程
に
進
学
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ま

と
め
て
高
分
子
学
会
で
発
表
も
出
来
ま

し
た
。
修
士
課
程
で
の
二
年
間
の
研
究

活
動
を
実
り
多
い
も
の
に
出
来
る
よ
う
、

今
後
と
も
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

�　

山
口　

真
奈

　

こ
の
度
は
同
窓
会
長
賞
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
3
年
次
編
入
し
た
の
で
、
入
学

当
初
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
大
学
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
慣
れ
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

し
た
が
、
理
解
す
る
ま
で
熱
心
に
ご
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
苦
楽
を

共
に
し
た
友
人
達
、
ど
ん
な
状
況
で
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ

で
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
後
に
こ
の
2
年
間
を

成
績
優
秀
者
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

�

西
村　

風
哉

　

同
窓
会
長
賞
と
い
う
栄
誉
あ
る
賞
を

い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

改
め
て
、
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た

先
生
方
お
よ
び
先
輩
方
、
共
に
時
間
を

過
ご
し
、
支
え
あ
っ
た
同
級
生
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
は
動
物
園
獣
医
師
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
四

苦
八
苦
の
毎
日
で
す
。
と
は
い
え
自
分

の
都
合
と
は
関
係
な
く
、
す
で
に
一
獣

医
師
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
大
き
く
、

専
門
家
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
学
び
、

精
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

獣
医
師
と
し
て
社
会
貢
献
で
き
る
よ

う
に
、
日
々
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

磯
貝　
　

樹

　

同
窓
会
長
賞
と
い
う
栄
誉
あ
る
賞
を

い
た
だ
き
誠
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。
ご

指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
支
え
て
く

れ
た
家
族
、
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
た
友

人
た
ち
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

修
士
課
程
二
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
で
学
外
の
交
流
が
妨
げ
ら
れ

た
反
面
、
多
く
の
時
間
を
研
究
や
勉
学

に
勤
し
む
こ
と
が
で
き
、
実
り
あ
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
後
は
博
士
課

程
へ
進
学
し
ま
し
た
が
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
賞
を
励
み
に
、
培
っ
た
研
究
力
を

生
か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
研
究
に
尽

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

野
間　

明
加
里

　

こ
の
度
は
同
窓
会
長
賞
と
い
う
栄
誉

あ
る
賞
を
賜
り
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生

方
及
び
先
輩
方
、
苦
楽
を
共
に
し
た
同

期
、
生
活
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
学
・
大
学
院
の
6
年
間
で
価
値
観

が
変
化
し
、
現
在
は
入
学
当
初
は
思
い

も
よ
ら
な
か
っ
た
分
野
で
仕
事
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。
自
身
の
未
熟
を
痛
感
す

る
毎
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
岐
阜
大
学

で
学
び
得
た
も
の
を
活
か
し
、
一
人
前

の
技
術
者
と
な
る
べ
く
日
々
努
め
て
参

り
ま
す
。

同
窓
会
長
賞
受
賞
者

同
窓
会
長
賞
受
賞
者
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キ
シ
ラ
ン
の
有
効
活
用
に
向
け
た

キ
シ
ラ
ン
生
合
成
に
お
け
る
キ
シ

ラ
ン
主
鎖
修
飾
機
構
の
解
明

応
用
生
命
科
学
課
程　

鈴
木　

史
朗

　

2
0
2
0
年
2
月
に
岐
阜
大
学
に
着
任
し
て

早
々
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
で
蔓
延

し
、
そ
の
感
染
状
況
に
翻
弄
さ
れ
た
2
年
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
本
学
勤
務
3
年
目
に
入
り
、

お
陰
様
で
よ
う
や
く
慣
れ
、
教
育
・
研
究
・
学

部
運
営
の
仕
事
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
植
物
細
胞

壁
の
主
成
分
の
キ
シ
ラ
ン
や
リ
グ
ニ
ン
の
化
学

構
造
解
析
と
生
合
成
機
構
の
解
明
、
そ
れ
ら
の

成
分
利
用
と
植
物
代
謝
工
学
を
目
指
し
、
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
𠮷
嵜
基
金
の
ご

支
援
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
行
う
の
に
必

須
の
細
胞
培
養
装
置
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

キ
シ
ラ
ン
や
リ
グ
ニ
ン
は
、
地
上
で
最
も
賦

存
量
お
よ
び
生
産
量
の
多
い
バ
イ
オ
マ
ス
成
分

で
、
こ
れ
ら
の
成
分
の
利
活
用
は
、
2
0
5
0

年
の
日
本
の
脱
炭
素
社
会
の
達
成
に
向
け
、
極

め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
支
援
頂
き
ま
し
た
お
陰
で
、
キ
シ
ラ
ン
生

合
成
に
関
わ
る
新
規
酵
素
の
組
換
え
タ
ン
パ
ク

質
発
現
に
成
功
し
、
現
在
、
酵
素
の
機
能
解
析

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
さ

な
ら
る
知
見
を
集
め
、
成
分
利
用
の
し
や
す
い

バ
イ
オ
マ
ス
植
物
の
作
出
に
向
け
て
、
引
き
続

き
研
究
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
究
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
𠮷

嵜
清
巳
様
お
よ
び
ご
遺
族
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

新
規
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
プ
ロ
ー
ブ
の

合
成
と
メ
ラ
ノ
ー
マ
細
胞
内
標
的

タ
ン
パ
ク
質
の
同
定

応
用
生
命
科
学
課
程　

天
然
物
利
用
化
学
研
究
室

�

山
内　

恒
生

　

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
は
野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
、
樹
木

や
薬
用
植
物
な
ど
植
物
中
に
豊
富
に
含
ま
れ
る

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
で
す
。
抗
癌
活
性
や
抗
炎
症

活
性
、
肥
満
抑
制
や
抗
骨
粗
鬆
症
な
ど
、
多
岐

に
渡
る
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
生
物
活
性
の
報
告
が

近
年
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
が
直
接
作
用
す
る
生
体
分
子
で

あ
る
標
的
タ
ン
パ
ク
質
の
探
索
が
必
要
で
す
。

標
的
タ
ン
パ
ク
質
を
単
離
す
る
た
め
の
フ
ラ
ボ

ノ
イ
ド
プ
ロ
ー
ブ
の
合
成
と
、
こ
れ
を
用
い
て

標
的
タ
ン
パ
ク
質
の
同
定
を
試
み
ま
し
た
。

　

𠮷
嵜
基
金
の
ご
支
援
に
よ
り
、
5
種
の
新
た

な
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
プ
ロ
ー
ブ
の
合
成
に
成
功
致

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
用
い
て
3
種
の
標
的
タ
ン

パ
ク
質
の
同
定
を
達
成
致
し
ま
し
た
。
今
後
こ

れ
ら
の
研
究
成
果
を
基
に
し
て
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド

の
作
用
機
序
の
解
明
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
究
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

𠮷
嵜
清
己
様
お
よ
び
ご
遺
族
様
に
深
く
感
謝
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｃ
19
𠮷
嵜
清
己
研
究
支
援
寄
附
金

の
令
和
４
年
度
受
領
者
選
考
に

つ
い
て

石
田　

秀
治

　

昭
和
19
年
9
月
に
農
芸
化
学
科
を
卒
業
さ
れ

た
𠮷
嵜
清
己
様
の
篤
志
に
よ
り
、
平
成
19
年
度

か
ら
「
𠮷
嵜
清
己
研
究
支
援
寄
附
金
」
と
し

て
、
応
用
生
命
科
学
課
程
教
員
の
研
究
を
支
援

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ご
遺
族
様
か
ら
、
ご
逝

去
後
も
ご
援
助
を
継
続
し
て
頂
け
る
と
い
う
𠮷

嵜
様
の
ご
遺
志
を
伺
い
、
本
年
度
も
本
研
究
支

援
寄
附
金
の
受
領
者
の
選
考
を
進
め
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
本
会
報
の
発
行
時

期
が
早
い
た
め
、
現
在
選
考
中
で
す
。
次
年
度

合
わ
せ
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
但
し
、
別
件
で

ご
報
告
が
あ
り
ま
す
。
故
鈴
木
徹
先
生
が
準
備

し
て
い
た
学
術
論
文
2
報
の
投
稿
発
表
に
本
基

金
の
一
部
を
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
無
事

に
受
理
さ
れ
、
謝
辞
の
欄
に�The�publication�

of�the�m
anuscript�w

as�supported�by�Gifu�
U
niversity�Y

oshizaki�Research�Support�
Fund�(YRSF).�

と
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

鈴木義弘、鈴木（旧姓　勝山）美有紀　夫妻

農林水産大臣賞
（第23回全国果樹技術・経営コンクール）令和４年３月１日

【会員の受賞】
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岐
阜
大
学
各
務
同
窓
会

岐
阜
支
部
総
会
報
告

　
　
岐
阜
支
部
　

支
部
長

河
原
　
洋
之
（
Ｐ
大
13
）

　

こ
の
間
2
年
間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
書
面
決
議
の

総
会
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
と
コ
ロ
ナ

の
状
況
を
見
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
落
ち
着
い
て
い

た
の
で
7
月
10
日
（
日
）
に
総
会
を
予
定
し
ま
し

た
。
そ
う
し
て
い
た
ら
、
コ
ロ
ナ
の
第
７
波
の
感
染

拡
大
で
ど
う
し
よ
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
思
い
切
っ

て
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
や
参
院
選

の
投
票
日
と
重
な
っ
た
こ
と
で
、
出
席
者
は
18
名
と

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
と
か
総
会
と
懇
親
会
を

長
良
川
河
畔
の
石
金
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
総
会
は
、
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
賜
っ
た
各
務
同

窓
会
会
長
の
柵
木
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
石
田
先
生
の

大
学
の
近
況
報
告
の
あ
と
議
案
審
議
に
は
い
り
ま
し

た
。
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
、
支
部
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
女
性
会
員
の
拡
大
と
か
、
同
窓
会
会
員

の
専
門
的
な
知
見
を
集
め
て
の
社
会
発
信
の
必
要
性

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
務
同

窓
会
活
動
活
性
化
事
業
を
活
用
し
て
、
よ
り
多
く

の
会
員
に
趣
味
や
近
況
な
ど
身
近
な
話
題
を
総
会

に
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
親
睦
ク
ラ
ブ
の
創
設
、

大
学
の
最
新
の
情
報
を
印
刷
物
に
し
て
総
会
時
に
配

布
す
る
こ
と
、支
部
内
活
動
等
報
告
チ
ラ
シ
の
作
成
、

ま
た
そ
の
チ
ラ
シ
を
県
庁
支
部
や
市
役
所
支
部
等
で

配
布
し
て
も
ら
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
半
は
、
今
年
か
ら
会
員
の
報
告
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
A
大
25
の
平
工
孝
義
さ
ん
は

現
在
揖
斐
川
町
で
農
業
普
及
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
、「
揖
斐
川
町
の
伝
統
野
菜
」
に
つ
い
て
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
徳
山
な
ん
ば
の
話
か
ら
、
令
和

3
年
に
飛
騨
美
濃
伝
統
野
菜
に
認
証
さ
れ
た
「
こ
ん

ぶ
り
」「
春
日
き
ゅ
う
り
」「
春
日
豆
」
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
F
大
34
の
土
田
敏
行
さ
ん
か
ら
は
、「
最

近
の
農
業
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
自
ら
が
か
か
わ
っ

て
い
る
「
農
事
組
合
法
人
お
お
が
」
の
活
動
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
法
人
が
栽
培
し
て
い
る
水
稲
、そ
ば
、

小
麦
、
エ
ゴ
マ
、
栗
等
の
説
明
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
中
山
間
地
域
の
課
題
、

共
同
研
究
・
ぎ
ふ
清
流
G
A
P
・
働
き
方
改
革
等

の
新
し
い
取
り
組
み
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
土
田

さ
ん
は
、
最
後
に
「
こ
の
会
が
農
業
や
生
活
に
つ
い

て
有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
に
な
る
と
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。」
と
報
告
を
閉
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
初

め
て
の
企
画
で
し
た
が
、
大
変
興
味
深
い
内
容
で
し

た
の
で
、
今
後
も
総
会
時
に
会
員
報
告
を
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
大
変
和
気
あ
い
あ
い
と
行
わ
れ
、
最
後

は
西
脇
さ
ん
、
溝
口
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
の
長
老
3
氏

の
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
・
懇
親
会

が
開
催
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

支
部
便
り

支
部
便
り

　

皆
様
、
お
元
気
で
す

か
。
こ
こ
「
神
の
宿
る

島
」
と
云
わ
れ
る
広
島

県
廿
日
市
市
宮
島
。

す
で
に
訪
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
大
修
復
中

の
嚴
島
神
社
の
大
鳥
居
は
、
8
代
目
に
あ
た
り
、
い

よ
い
よ
年
内
に
も
お
目
見
え
だ
そ
う
で
す
。

　

宮
島
桟
橋
か
ら
南
西
約
1
．
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

大
元
神
社
で
は
、
毎
年
の
恒
例
行
事
、
御
弓
神
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
嚴
島
神
社
よ
り
古
い
地
主
神
と

さ
れ
、
元
宮
（
旧
本
殿
）
が
あ
っ
た
場
所
と
い
う
こ

と
か
ら
大
元
に
。
3
年
前
の
1
月
20
日
、
支
部
行
事

の
有
志
で
、
百も

も
て
さ
い

手
祭
と
い
う
奇
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

事
前
に
御
神
矢
を
買
い
、
私
の
番
号
札
は
、
20
番
で

す
。
的
に
放
っ
た
破
魔
矢
は
、
4
本
。
そ
わ
そ
わ
し

て
い
る
と
抽
選
が
始
ま
り
、
な
ん
と
最
初
に
「
番
号

20
番
」
と
大
声
で
叫
ば
れ
、
大
当
た
り
。
後
方
に
い

た
私
は
、
大
慌
て
で
最
前
へ
。
大
勢
の
参
拝
者
の
目

前
で
、
神
官
か
ら
破
魔
矢
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
時

の
驚
き
と
感
動
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
参
加

し
た
同
窓
も
一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
な
1

年
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
た
り
で
、
当
支
部
へ
の
新
規
会
員
の
皆

様
へ
向
け
て
自
己
紹
介
し
ま
す
。
支
部
結
成
は
、

1
9
6
9
年
。
第
8
代
に
な
り
ま
す
。
趣
味
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
読
書
。
中
学
・
高
校
・
大
学
と
軟

式
庭
球
部
所
属
、
前
衛
で
し
た
。
一
際
感
慨
深
い
の

は
、
近
年
、
目
が
離
せ
な
い
東
ア
ジ
ア
の
地
域
（
マ

ニ
ラ
、
香
港
、
重
慶
な
ど
）
へ
の
海
外
派
遣
交
流
事

業
で
す
。
学
生
時
代
は
、
周
囲
の
理
解
を
得
、「
若

人
の
船
」
約
4
2
0
名
の
団
員
と
共
に
東
京
晴
海
埠

頭
か
ら
客
船
に
っ
ぽ
ん
丸
に
乗
船
し
、
洋
上
慰
霊
祭
、

現
地
青
年
団
体
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
務
員
時
代
は
、
職
命
を
得
、

1
9
9
7
年
当
時
、
現
地
の
自
治
体
へ
の
首
長
表
敬

訪
問
、
商
工
業
視
察
な
ど
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
座
右
の
銘
は
、「
飲
水
思
源
」。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
、
意
見
交
換
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
来
年
は
、
創
立
1
0
0
周
年
記

念
の
年
。（
大
学
の
起
源
か
ら
1
5
0
周
年
）
こ
れ

ま
で
同
窓
会
組
織
を
堅
守
し
、
発
展
さ
せ
て
こ
ら
れ

た
本
部
・
支
部
の
歴
代
役
職
員
の
皆
様
、
こ
の
記
念

事
業
に
関
わ
る
執
行
部
の
方
々
の
ご
苦
労
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
事
業
の
成
功
を
心
か
ら

願
い
ま
す
。

「
２
０
２
３
・
創
立
記
念
の
年
へ
」

～
と
も
に
事
業
の
成
功
を
願
い
～

岐
阜
大
学
各
務
同
窓
会
広
島
県
支
部
　
支
部
長
　
村
田
　
憲
治
（
Ｅ
大
29
）
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農　学　科

A16 山﨑　新右衛門

A22 池　山　一　男

A23 村　田　俊　一

A24 都　築　　　仁

A大2 戸　﨑　信　一

A大4 平　井　　　潔

A大4 前　田　芳　昭

A大6 齋　藤　義　一

A大6 須　田　量　夫

A大8 三　宅　恒　久

A大11 井　上　敦　夫

林　学　科

F19 宇　田　定　統

F20 安　達　俊　弘

F20 坂　井　建　一

F22 鳥　居　　　崇

F25 松　岡　亮之助

Ｆ大1 甲斐川　　　誠

F大3 北　村　和　久

F大3 紀　藤　義　弘

F大10 加　藤　伸　行

農芸化学科

C20 佐　藤　善　信

C20 林 　 　 　 　 明

C21 宇　野　　　弘

C21 桜　井　忠一郎

C25 小　田　範　男

C大1 北　村　俊　雄

C大1 渡辺（若松）平八郎

C大2 平　田　陽太郎

C大3 加　藤　修　一

C大3 近藤（高木）　武

C大5 高　木　和　巳

C大8 大　橋　準　一

C大9 松尾（石川）真砂子

C大11 牛　田　浩　司

C大11 佐　藤　哲　夫

C大12 大　勢　暢　彦

C大15 安　藤　順　平

C大16 安　藤　忠　明

C大22 木　下　文　男

C大26 鈴　木　昌　二

C大39 鈴　木　智　晴

獣医学科

V4 飯　塚　　　庸

V4 殿　村　好　和

V5 中　村　　　逵

V6 有　賀　良　夫

V6 岡　部　欣　一

V7 近　藤　健　雄

V7 服　部　克　己

V8 大　機　隆　夫

V8 畑　守　正　士

V大3 本　田　昌　宏

V大4 玉　田　成　甫

V大6 岡　﨑　義　彦

V大6 小　川　　　進

V大6 堀　内　久　友

V大8 各　務　富　也

V大13 山　田　靖　治

V大21 北　林　榮　宗

V大30 櫻　木　　　武

農業工学科

E4 坂　井　　　博

E6 加藤（蒲）　貢

E6 堀　部　孝　一

E6 山　田　　　實

E7 今　井　卓　郎

E大3 内　田　日出男

E大4 木　村　鍈　男

E大6 殿　村　 那成

E大14 塚　本　隆　一

E大22 渡　辺　吉　康

E大30 森　　　茂　男

総合農学科

N大4 吉田（浅井）三郎

N大9 岡　本　紀士生

農村工業実科

AT1 　本　　　進

AT7 戸　﨑　志　朗

AT9 桃　原　春　雄

AT11 髙　田　宗　男

農業専修科

SP4 佐　野　　　崇

SP19 渡　邉　　　勝

旧　教　員

旧教員 稲　垣　幸　男

旧教員 北　澤　　　馨

旧教員 櫻　井　宏　紀

旧教員 西　村　　　格

旧教員 原　　　徹　夫

現　教　員

現教員 鈴　木　　　徹

　昨年の会報102号以後、令和４年６月までに御逝去が確認された方々は、次のとおりです。
謹んで哀悼の意を表し、御冥福をお祈り申し上げます。訃　　報

　

鈴
木
徹
先
生
は
、
令
和
四
年
一
月
一

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
六
十

三
歳
で
し
た
。

　

新
年
早
々
、
突
然
の
訃
報
に
接
し
、

た
だ
た
だ
驚
愕
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

定
年
間
近
の
ご
逝
去
に
、
今
で
も
信
じ

ら
れ
な
い
気
持
ち
で
す
。
お
母
上
様
の

ご
心
痛
は
い
か
ば
か
り
か
と
察
す
る
に

余
り
あ
り
ま
す
。

　

鈴
木
先
生
は
、
名
古
屋
大
学
農
学
部

農
芸
化
学
科
を
ご
卒
業
に
な
り
、
昭
和

六
十
二
年
四
月
工
業
技
術
院
名
古
屋
工

業
技
術
試
験
所
に
採
用
さ
れ
、
同
年
十

月
微
生
物
工
業
技
術
研
究
所
に
出
向
さ

れ
、
応
用
微
生
物
学
の
研
究
に
携
わ
ら

れ
ま
し
た
。
名
古
屋
工
業
技
術
試
験
所

に
お
戻
り
に
な
ら
れ
て
か
ら
動
物
細
胞

の
分
泌
成
分
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
先
生
は
、
平
成
三
年
四
月
に
生

物
資
源
利
用
学
科
遺
伝
子
工
学
研
究
室

に
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
農
芸
化
学
科
と
生
物
資
源
利
用

学
科
の
学
部
と
大
学
院
の
各
組
織
が
併

存
し
て
い
る
状
況
で
し
た
の
で
、
教
育

研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
先
生
は
か
な

り
戸
惑
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
困
難
の
中
、

先
生
は
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
を
導
入
さ

れ
、
動
物
細
胞
培
養
液
中
の
新
規
成
分

に
つ
い
て
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
当
時
研
究
室
で

進
め
て
お
り
ま
し
た
重
金
属
耐
性
菌
と

キ
シ
ラ
ン
分
解
菌
に
関
わ
る
分
子
遺
伝

学
的
研
究
も
、
先
生
の
お
か
げ
で
大
き

く
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
鈴
木
先
生
は
、
遺
伝
子
実

験
施
設
助
教
授
、
連
合
農
学
研
究
科
専

任
教
授
、
次
い
で
応
用
生
物
科
学
部
教

授
と
し
て
様
々
な
立
場
か
ら
教
育
研
究

に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
先
生

は
全
学
の
研
究
推
進
・
社
会
連
携
機
構

学
術
院
と
教
育
推
進
・
学
生
支
援
機

構
、
高
等
研
究
院
共
用
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー
等
々
を
兼
務
、
岐
阜
大
学
に
お
け

る
教
育
研
究
組
織
の
設
置
と
発
展
に
ご

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、

鈴
木
先
生
は
教
育
研
究
の
総
仕
上
げ
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
長

年
の
成
果
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
叶
わ
ぬ
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
皆
様
と
と
も
に
鈴
木
徹
先

生
に
深
謝
申
し
上
げ
、
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（

河
合
啓
一
）

鈴
木
徹
先
生
を
偲
ん
で

鈴
木
徹
先
生
を
偲
ん
で
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原
徹
夫
先
生
が
2
0
2
2
年
4
月

29
日
、
77
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

原
先
生
は
、
1
9
7
1
年
11
月
に
、

北
海
道
大
学
よ
り
農
学
部
農
芸
化
学

科
土
壌
肥
料
学
講
座
助
手
と
し
て
着

任
さ
れ
、
1
9
8
3
年
に
助
教
授
、

1
9
8
9
年
12
月
よ
り
教
授
を
務
め

ら
れ
2
0
0
7
年
３
月
に
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
1
9
8
8
年
に

は
農
芸
化
学
科
が
母
体
と
な
っ
て
改

組
さ
れ
た
生
物
資
源
利
用
学
科
の
植

物
細
胞
工
学
研
究
室
（
2
0
0
4
年

に
改
組
さ
れ
た
応
用
生
物
科
学
部
で

は
、
生
産
環
境
科
学
課
程
に
所
属
）

を
主
宰
さ
れ
ま
し
た
。
学
内
で
は
生

物
資
源
利
用
学
科
長
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
委
員
会
委
員
長
を
、
学
外
で

は
日
本
土
壌
肥
料
学
会
中
部
支
部
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
農
学
教
育
・
研

究
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
先
生
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
結
球
生

理
の
栄
養
学
的
研
究
に
取
り
組
ま
れ

た
の
ち
、
サ
フ
ラ
ン
の
組
織
培
養
、

酸
性
土
壌
耐
性
機
構
の
研
究
な
ど
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
朗
ら
か
で
、

物
事
に
頓
着
せ
ず
、
さ
っ
そ
う
と
過

ご
す
先
生
は
ア
ジ
ア
各
国
を
訪
ね
、

そ
し
て
ア
ジ
ア
の
留
学
生
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
際
イ
ネ
研
究
所
へ
の
研
究
留
学
、

学
術
振
興
会
二
国
間
共
同
研
究
事
業

（
タ
イ
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
）
な

ど
を
通
じ
て
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大

学
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
業
大
学
な

ど
と
の
共
同
研
究
・
研
究
者
交
流
の

草
分
け
と
な
り
、
1
9
9
1
年
の
連

合
農
学
科
研
究
科
の
開
設
直
後
か
ら
、

都
合
4
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
広
西
大
学
で
長
く
農
学

院
長
を
務
め
ら
れ
たGu

教
授
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
農
業
大
学
で
学
部
長
を

務
め
る
、Alam

gir�H
ossain

教
授
、

Zakir�H
ossain�

教
授
な
ど
、
本
学
の

国
際
化
推
進
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ

た
先
生
方
が
、
原
先
生
の
お
弟
子
さ

ん
に
あ
た
り
ま
す
。
原
先
生
は
、
ま

ぎ
れ
も
な
く
、
現
在
の
応
用
生
物
科

学
部
の
国
際
化
の
土
台
を
築
か
れ
た

方
と
言
え
ま
す
。
原
先
生
自
身
が
、

創
立
85
周
年
記
念
誌
に
書
か
れ
た
文

章
に
は
、「
博
士
学
生
の
半
分
は
外
国

籍
を
有
す
る
留
学
生
で
あ
り
、
こ
の

研
究
分
野
に
お
い
て
は
、
日
常
の
研

究
生
活
そ
の
も
の
が
国
際
交
流
の
一

部
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。」、「
ポ

ス
ド
ク
研
究
者
や
外
国
人
研
究
者
と

い
わ
れ
る
共
同
研
究
者
も
こ
の
分
野

の
研
究
に
参
画
し
た
。
こ
の
分
野
で

博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
修
了
生
の

ほ
と
ん
ど
は
、
研
究
者
と
し
て
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
中
で
活
躍
し
て
い

る
。」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
こ

の
研
究
分
野
の
み
が
純
粋
に
、
集
中

し
て
、
植
物
の
栄
養
生
理
お
よ
び
遺

伝
子
を
研
究
す
る
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。」
と
結
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
先

生
の
国
際
化
に
対
す
る
自
負
と
熱
意

が
感
じ
ら
れ
る
文
章
で
す
。

　

原
先
生
は
、
通
常
よ
り
3
年
早
く

退
職
さ
れ
ま
し
た
。「
動
け
る
う
ち
に

い
ろ
い
ろ
見
て
回
り
た
い
か
ら
」
と
、

最
終
講
義
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

奥
様
に
よ
れ
ば
、「
十
分
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
楽
し
ん
だ
」
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
清
々
し
い
生
き
ざ
ま
は
、

我
々
が
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
、
示

し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
小
山
博
之
）

　

櫻
井
宏
紀
先
生
は
、
令
和
3
年
6
月

15
日
、
82
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

櫻
井
先
生
は
、
昭
和
15
年
1
月
1
日

に
和
歌
山
県
に
生
ま
れ
、
昭
和
38
年
3

月
岐
阜
大
学
農
学
部
農
学
科
を
卒
業

後
、
昭
和
43
年
3
月
名
古
屋
大
学
大
学

院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
を
単
位
修
得

退
学
後
、
同
年
4
月
1
日
に
和
歌
山
県

立
医
科
大
学
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
大
学
医
学
部

助
手
を
経
て
、
昭
和
51
年
1
月
よ
り
岐

阜
大
学
農
学
部
助
手
に
転
任
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
63
年
11
月
に
は
岐
阜
大
学
農

学
部
教
授
と
な
り
、
平
成
15
年
3
月
に

定
年
に
よ
り
岐
阜
大
学
を
退
職
す
る
ま

で
昆
虫
学
の
教
育
・
研
究
に
邁
進
さ
れ

ま
し
た
。

　

先
生
の
ご
専
門
は
昆
虫
生
理
学
で
あ

り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
昆
虫
の
卵

巣
発
育
の
内
分
泌
機
構
に
関
す
る
研
究

で
す
。
成
虫
期
に
卵
形
成
を
行
う
昆
虫

種
で
は
幼
若
ホ
ル
モ
ン
、
蛹
期
に
卵
形

成
を
行
う
昆
虫
種
で
は
脱
皮
ホ
ル
モ
ン

が
卵
巣
発
育
を
制
御
し
て
い
る
こ
と
を

イ
エ
バ
エ
と
カ
イ
コ
を
材
料
に
し
て
実

験
的
に
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
テ

ン
ト
ウ
ム
シ
の
休
眠
は
ア
ラ
タ
体
の
内

分
泌
活
性
の
低
下
に
よ
る
真
の
生
殖
休

眠
で
あ
り
、
休
眠
誘
起
条
件
と
し
て
日

長
と
温
度
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

基
礎
研
究
を
踏
ま
え
て
、
重
要
な
検
疫

害
虫
で
あ
る
ウ
リ
ミ
バ
エ
、
ア
リ
モ
ド

キ
ゾ
ウ
ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
に
つ
い

て
、
放
射
線
不
妊
化
に
有
効
な
照
射
線

量
と
照
射
時
間
を
明
ら
か
に
し
、
我
が

国
の
南
西
諸
島
に
お
け
る
こ
れ
ら
害
虫

種
の
根
絶
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

先
生
は
お
酒
を
愛
さ
れ
て
お
り
、
お

酒
が
入
る
と
非
常
に
に
こ
や
か
に
な

り
、
ま
わ
り
の
学
生
を
褒
め
ま
く
る
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

先
生
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
数
多

く
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
卒
業
生
の
皆
さ

ん
の
思
い
出
と
し
て
胸
に
深
く
刻
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（

土
田
浩
治
）

櫻
井
宏
紀
先
生
を
偲
ん
で

櫻
井
宏
紀
先
生
を
偲
ん
で

原
徹
夫
先
生
を
偲
ん
で

原
徹
夫
先
生
を
偲
ん
で
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■ 100周年記念事業内容 ■
　　開催日　2023年６月３日（土）
　　場　所　岐阜大学および岐阜グランドホテル
　　内　容　記念講演会（13：00 − 14：00　岐阜大学講堂）
　　　　　　講演者：土川健之　氏
　　　　　　　　　　（日本中央競馬会第14代理事長）（V大16）
　　　　　　植樹披露（14：00 − 14：30）
　　　　　　バス移動
　　　　　　記念式典（16：00 − 17：45　岐阜グランドホテル）
　　　　　　祝 賀 会（18：00 − 20：00　岐阜グランドホテル）

＊ 参加を希望される方は別添の用紙により申し込みをお
願いします。

＊ 感染防止対策のため参加人数を制限します。申し込み
が制限人数を超える場合は申し込み先着順とさせてい
ただきます。

＊ 新型コロナウイルス感染症の感染状況により事業内容
を変更する場合があります。

■ 寄 附 ■
　記念事業を行うためには少なからぬ費用が必要で
あり、皆様からの寄附に依存しなければなりません。
何卒、諸事情ご賢察いただき温かいご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。詳細は別添用紙に記載
しておりますのでご覧ください。
　また、あわせて法人の方々には協賛もお願いして
おります。協賛いただきました方には記念式典で配
布する資料に広告を掲載いたします。応用生物科学
部各務同窓会のHPにある「広告掲載のご案内」をご
覧の上ご応募ください。
　皆様のご支援を賜りますよう、発起人一同心より
お願い申し上げます。
　なお、寄附金に余剰が生じた場合は応用生物科学
部の教育・研究活動の支援金として活用させていた
だきます。

岐阜大学農学部・応用生物科学部創立100周年記念事業

　岐阜大学応用生物科学部はいよいよ来年をもちまして創立100周年の記念すべき年を迎えます。前身である岐阜高等

農林学校が1923年12月に官制公布され、翌24年４月に各務原市に開設されました。1949年に農学部となり長きにわた

り各務原キャンパスにありましたが、1982年に岐阜市柳戸に移転し、2004年４月、岐阜大学の法人化と同時に、応用

生物科学部として新たな歩みを始め、現在に至っております。このような変遷過程を改めて見直すことで、100年という

重みを実感せずにはいられません。これまでの同窓生の皆様のご活躍の賜と深く感謝申し上げる次第です。

　記念すべき100年を機に、農学部から応用生物科学部へと歩んできた道を振り返り、さらなる前進と飛躍を期し、同窓

生の皆様と慶びを分かち合うため、創立100周年記念事業会を2018年に発足し、記念講演会や記念式典、祝賀会の開催、

記念誌の発行など事業内容を検討してまいりました。また、事業を行うためには資金が必要であり、会報等を通じて寄付

金をお願いしましたところ、多くの卒業生の皆様方や関係法人等の方々から多くの寄付が寄せられ、心から感謝を申し上

げます。引き続き寄付金という形でご支援いただきますよう、心よりお願い申し上げます。

　皆様もご存じのように、一昨年から名古屋大学との法人統合がスタートし、東海国立大学機構岐阜大学となりました。

両大学の農学教育研究拠点が形成され、それぞれの分野の特色を生かし、お互いの教育を補完することで、強力で魅力

的な新しい農学を展開することが期待されています。来年には、さらに進化した農学を会員の皆様にお見せし、農学部・

応用生物科学部創立100周年を皆様とお祝いできることを祈念いたします。

　最後に、会員各位のより一層の交流が図られ、各地域での同窓会活動が活発になりますことを期待いたします。

応用生物科学部学部長　光永　徹

■各務同窓会活動活性化事業■
「100年の伝統　清流のごとく　さらに未来へ」

　100周年を契機に、各支部での活動を活発化するた
めの助成事業を創設しました。昨年、各支部事務局に
各務同窓会活動活性化事業助成金交付要項を送付して
おりますので、積極的な事業の活用をお願いします。
〈支部への助成〉
　令和４年１月から令和５年12月の間に下記の取り
組みを行う支部に助成します。
　・�新規支部会員を増加させるための取り組みを行う支部
　・�支部開催行事へ参加者を増やすための取り組みを

行う支部

　・�100周年記念式典開催に合わせて岐阜県内で会員
交流会などを開催する支部　等

〈クラス・研究室・クラブ等OB会への助成〉
　令和４年１月～令和５年12月の間に開催するクラ
ス・研究室・クラブ等の会合（参加者15名以上）に
おいて、支部活動の紹介と加入案内を行ったOB・OG
会に助成します。助成を希望されるクラス・研究室・
クラブ等OB会の代表者に助成金交付要領を送付しま
すので同窓会事務局まで連絡をお願いします。

★キャッチフレーズ

★ロゴマーク



　平成２０年から、始まりました寄附金制度は趣意書にもありますように継続していきますので、

本年度もご協力の程よろしくお願いいたします。
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詳しくはこちらを確認してください。

令和４年９月 30 日

岐 阜 大 学 各 務 同 窓 会
〒501—1193  岐阜市柳戸1—1

TEL（058）293—3411　FAX（058）293—2841
振替　00820—9—12742

http://www.abios.gifu-u.ac.jp/kagami/
e-mail　ob-abs@gifu-u.ac.jp

第 103 号

申込書の記入方法
＊申込書に必要事項をご記入の上、下記の
住所へお送りください。

〒501−1193　岐阜市柳戸1－1
岐阜大学応用生物科学部学務係気付
　　　　岐阜大学各務同窓会事務局

別紙様式１号（第３条関係）
年　　月　　日

国立大学法人東海国立大学機構　機構長　殿

下 記 の と お り 、 寄 附 金 と し て 寄 附 し ま す 。

寄　附　者
住　所　〒　　　－

氏　名 印

記

寄附金額

寄附目的

○

備　考

納入依頼書
送付先情報

送付先住所：

担当部署：

担当者名：

電話番号・ E－mail：

以下についてご記入ください。

注）
1 .　備考欄には、条件（簡単な研究報告が必要など）、　分割納付の必要などがあれば記入してください。
2 .　研究助成金の場合、決定通知等を添付ください。

卒科
卒回（卒年）　第　　　回（昭和・平成・令和　　　　年　卒・修）

学術研究助成

学生（教育）支援　部局名：

部局名：その他（右に具体
的 に 記 入 く だ さ

い。）

大学（部局）支援

部　局　名

研究担当者氏名又は

学科・講座名など

研究課題名

（ある場合）

（該当するものの左側

に○をしてください。）

（企業、団体な
どの場合）

金　　　　　　　　　　　　円

部局名：岐阜大学各務同窓会教育研究支援
　　　　基金

ふりがな

□　同窓会会報への氏名掲載を希望されない場合はチェックお願いします。

住所氏名を記
入 し、 押 印 し
てください。

金額を記入し
てください。

備考欄も記入
してください。

【申込書】

　詳細は同封の「応用生物科学部への寄附金拠出

のお願い」及び「趣意書」をご覧ください。

　お申込みいただきました１ヶ月程あとに、岐阜

大学（研究推進部）より、振込用紙を送付いたし

ますので、ご入金いただきますようお願いいたし

ます。

寄附金のお願いについて

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
各
務
同
窓
会

の
活
動
に
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
の
各
務
同
窓

会
報
は
、
来
年
6
月
の
1
0
0
周
年
記

念
事
業
を
控
え
て
、
例
年
よ
り
2
ヶ
月

ほ
ど
早
い
発
行
と
な
り
ま
す
。
記
念
事

業
へ
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
皆
様
方
に
同
窓
会
か
ら
の
お

知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
応
用
生
物
科
学

部
の
大
規
模
改
修
に
伴
っ
て
、
同
窓
会

書
庫
が
整
備
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
各
研
究

室
に
個
別
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
か
っ
た
卒
業
論
文
や
修
士
論
文
、
博

士
論
文
が
同
窓
会
書
庫
に
集
約
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
の
組
織
（
2
課
程
5
コ
ー

ス
）
に
沿
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
卒
論
や
修
論
を
お
手
に

取
っ
て
頂
け
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま

し
た
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
同

窓
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
規
模
改
修
が
こ
の
6
月
に

完
了
し
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
昭
和
58

年
の
夏
に
各
務
原
那
加
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
現
柳
戸
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
て

か
ら
、
こ
の
夏
で
40
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
修
で
40
年
前
の
ピ
カ
ピ
カ
に
戻

り
ま
し
た
の
で
、
お
時
間
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
是
非
、
大
学
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

現
時
点
（
6
月
30
日
）
で
、
日
本
に

お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
着
実
に
減

少
傾
向
に
あ
り
、
国
や
地
方
自
治
体
、

あ
る
い
は
各
職
場
で
の
規
制
が
緩
和
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
時
に
あ
っ
て
、
今
、
我
々
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
必
要
な
も
の
と
不

要
な
も
の
の
選
択
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
大
学
で
言
え
ば
、
感
染
防
止
対
策

を
と
り
な
が
ら
も
、
ま
ず
講
義
や
実
験

実
習
が
、
従
来
通
り
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
部
活
動
な
ど

は
一
歩
遅
れ
て
制
限
が
緩
和
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
代
表
委

員
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
総
会
の

み
開
催
さ
れ
、
懇
親
会
（
交
流
会
）
は

残
念
な
が
ら
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
来
年
6

月
の
1
0
0
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
、
何
を
実
施
す
べ
き
か
、
ど
こ
ま
で

実
施
で
き
る
か
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
是
非
、
皆
様

の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、
前
向
き
な
ご

提
言
を
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
と
が
き

あ
と
が
き


